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北
條
民
雄
文
学
賞
作
品
募
集

　

阿
南
市
出
身
の
作
家
北
條
民
雄
（
１
９
１
４
～
１
９
３
７
年
）
の
生
誕
百
周
年
と

阿
南
市
合
併
10
周
年
を
記
念
し
て
、「
北
條
民
雄
文
学
賞
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
賞

は
今
回
限
り
で
す
が
、
こ
の
文
学
賞
に
よ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
や
人
権
問
題
に
対
す
る

理
解
が
進
む
と
と
も
に
、
北
條
民
雄
の
作
品
や
業
績
を
顧
み
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

「北條民雄」もしくは「ハンセン病」をキーワードとする。
テ ー マ

８月３日㈪～平成28年２月29日㈪（当日消印有効）
応募期間

北條　民雄（ほうじょう・たみお）
朝鮮・京城（現・ソウル）で生まれ、阿南市育ちの作家・北條民雄は、19歳でハンセン病を発病し、
療養施設全生病院に入院、隔離生活を余儀なくされた。入院中、文学にすがるように執筆活動をし、自
身が体験した療養所の様子を明らかにした作品「いのちの初夜」は民雄の文学の師であった川端康成に
よって発表され、昭和11年第２回文學界賞を受賞。昭和12年12月５日、23歳の若さで全生病院にお
いて死亡し、昭和13年、川端康成の編集により「北條民雄全集」（上下二巻）が出版された。
川端康成は日本人として最初にノーベル文学賞を受賞したが、その折、「北條民雄が生存しておれば、
私より先にノーベル文学賞を受賞していただろう」と述懐したと伝えられている。

北條 民雄肖像画（日本近代文学館蔵）



応 募 資 格　年齢、性別、職業、国籍は問いません。

応 募 規 定　・ジャンルは自由。ただし、応募にあたっては小説・エッセー・評論等の別をお書きください。
・日本語で書かれた未発表作品で筆者自身のオリジナル作品に限ります。
・文献や資料などを引用した場合は、その出典を明記してください。
・原稿は横長A4サイズに限ります。
・枚数は縦書き400字詰原稿用紙20～50枚

１）手書き原稿の場合はA4サイズ縦書きの400字詰原稿用紙を使用。
２）ワープロ原稿の場合は原稿用紙を用いず、横長A４サイズの白紙に縦書きで１ページ40

字×30行で印字してください。両面印刷は不可とします。
・本文には通し番号（ページ数）を入れてください。
・作品には表紙をつけ①題名②氏名③住所④電話番号⑤ E メールアドレス⑥年齢⑦性別⑧略

歴を記入してください。（題名、氏名にはふりがなを、ペンネーム使用の場合は本名を書き
添えてください )

・手書き原稿、ワープロ原稿ともオリジナル原稿とし、コピー原稿は不可とします。
・原稿はとじないでください。
・募集要項および表紙の様式は、阿南市のホームページからダウンロードできます。

　　賞　　　大賞（１編）　賞状・副賞（賞金50万円） 　優秀賞（２編）　賞状・副賞（賞金５万円）
※賞金については平成28年度阿南市予算の議決によって確定します。
※入賞作品集発刊予定。

受賞作発表　「広報あなん」平成28年12月号で発表します。（応募者には文書等で通知します）
※選考についての問い合わせには一切応じられませんのでご了承ください。

授　賞　式　平成29年１月に阿南市文化会館・夢ホールで行います。

注 意 事 項　・応募期間終了後の作品の訂正は受け付けません。
・作品は返却しませんので、必要な方はコピーをとってください。
・手書きの場合は、読みやすい字で、消えにくいものでお書きください。鉛筆書きの原稿は不可。
・応募された方の個人情報は、本文学賞以外の目的に利用することはありません。
・過去に新聞・雑誌・同人誌などに掲載された作品、または他の文学賞で入賞、入選した作品

は未発表の作品とはみなしません。未発表ではないことが判明した場合、受賞を取り消します。
・大賞・優秀賞受賞作および応募作品の著作権は阿南市に属することとし、出版・二次利用等

については阿南市が独自に行うものとします。

応募先・問い合わせは　　
〒774-0030　阿南市富岡町西池田135番地１　文化振興課「北條民雄文学賞」係（☎（0884）22−1798）へ

募　集　要　項

映画「裸の十九才」でエランドール新人賞。
テレビドラマ「Ｇメン75」、映画「蒲田行
進曲」「奇跡の海」、舞台「ジュリアス・シ
ーザー」などに出演。元明治大学特別招聘
教授。阿南市で「いのちの初夜」を朗読。

原田大二郎（俳優）

「火花　北条民雄の生涯」著者、平成12
年　第31回大宅壮一ノンフィクション賞
受賞、平成12年　第22回講談社ノンフィ
クション賞受賞。平成26年　阿南市文化
会館「北條民雄生誕100周年講演会」講演。

髙山 文彦（作家）

阿南市生まれ。代表作　テレビドラマ「カ
ラマーゾフの兄弟」「女帝」「ストロベリー
ナイト」「黒服物語」「特命係長　只野仁」「ト
イレの神様」「佐賀のがばいばあちゃん」等。
平成25年から阿南ふるさと大使に就任。

旺季志ずか（脚本家）

選 考 委 員
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春
の
叙
勲

旭
日
双
光
章猿瀧　勝さん

福井町（70歳）

　

猿
瀧
さ
ん
は
、
昭
和
60
年
11
月
、

阿
南
市
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、

２
期
５
年
に
わ
た
り
在
職
し
、
そ

の
円
満
な
人
柄
と
卓
越
し
た
政
治

力
を
持
っ
て
地
方
自
治
伸
展
の
た

め
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
３
年
か
ら
２
期
８

年
に
わ
た
り
、
徳
島
県
議
会
議
員

と
し
て
県
政
運
営
に
当
た
ら
れ
、

県
民
福
祉
の
向
上
、
経
済
の
伸
張

等
各
般
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

瑞
宝
双
光
章岸　敏子さん

宝田町（56歳）

　

岸
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
か
ら
特

　平成27年春の叙勲受章者が発表され、本市では次の方々が
受章されました。その他の表彰等と併せてご披露します。

（発表順に紹介。一部、敬称略）

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
喜
楽
苑
な
ど

で
、
介
護
職
と
し
て
長
年
従
事
さ

れ
て
い
ま
す
。
勤
務
成
績
は
優
秀

で
、
主
任
寮
母
、
施
設
主
任
と
い

う
重
責
を
担
い
、
利
用
者
や
そ
の

家
族
の
相
談
に
も
積
極
的
か
つ
丁

寧
に
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

は
副
施
設
長
と
し
て
後
輩
に
向
け

て
の
指
導
等
に
も
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。瑞

宝
双
光
章近藤 敏彦さん

富岡町（77歳）

　

近
藤
さ
ん
は
、
薬
局
を
経
営
さ

れ
る
傍
ら
、
昭
和
39
年
よ
り
現
在

に
い
た
る
ま
で
阿
南
市
学
校
薬
剤

師
と
し
て
学
校
保
健
衛
生
の
向
上

と
環
境
衛
生
の
充
実
向
上
の
た
め
、

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
阿
南
市
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
委
員
な
ど
を
歴
任
さ

れ
、
地
域
住
民
の
薬
事
衛
生
の
普

及
振
興
と
薬
業
界
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章片山 敬史さん

吉井町（65歳）

　

片
山
さ
ん
は
、
昭
和
45
年
１
月

に
阿
南
市
消
防
団
に
入
団
さ
れ
て

以
来
、
積
極
的
に
職
務
執
行
に
あ

た
り
、
平
成
13
年
か
ら
は
阿
南
市

消
防
団
副
団
長
と
し
て
、
日
夜
献

身
的
に
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
約
35

年
に
わ
た
り
、
消
防
活
動
に
全
力

を
注
が
れ
、
安
全
で
暮
ら
し
や
す

い
町
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章清　信一さん

桑野町（65歳）

　

清
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
４
月
に

阿
南
市
消
防
団
に
入
団
さ
れ
て
以

来
、
桑
野
分
団
長
に
就
任
す
る
な

ど
、
約
34
年
に
わ
た
り
積
極
的
に

消
防
団
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。

そ
の
間
、
幾
多
の
災
害
に
対
し
常

に
第
一
線
に
立
っ
て
災
害
の
防
止
、

被
害
の
軽
減
に
尽
力
さ
れ
、
地
域

社
会
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章小畠 忠好さん

見能林町（88歳）

　

小
畠
さ
ん
は
、
昭
和
22
年
４
月

か
ら
徳
島
県
公
立
小
中
学
校
教
諭
、

教
頭
、
校
長
と
し
て
、
39
年
の
長

き
に
わ
た
り
教
育
に
対
す
る
強
い

情
熱
を
持
ち
、
学
校
教
育
の
発
展

と
充
実
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
退
職
後
は
地
域
の
世
話

役
を
引
き
受
け
る
な
ど
、
地
域
社

会
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章吉岡　誓さん

橘町（88歳）

　

吉
岡
さ
ん
は
、
昭
和
23
年
４
月

か
ら
徳
島
県
公
立
小
学
校
教
諭
、

長年の功績　栄えある受章
おめでとうございます
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教
頭
、
校
長
と
し
て
40
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
揺
る
ぎ
な
い
情
熱
と

信
念
を
も
っ
て
教
育
に
ま
い
進
し
、

ま
た
退
職
後
は
阿
南
市
教
育
研
究

所
長
や
橘
公
民
館
長
を
務
め
る
な

ど
、
学
校
教
育
の
発
展
と
地
域
社

会
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
大
臣
表
彰

組
橋 

正
人
さ
ん
（
羽
ノ
浦
町
）

　

組
橋
さ
ん
は
、
徳
島
県
体
育
協

会
専
務
理
事
を
務
め
る
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
や
発
展
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
徳
島

県
の
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
競
技
力
向

上
や
普
及
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
乃
峰
小
学
校
区

学
校
支
援
地
域
本
部

　

津
乃
峰
小
学
校
区
の
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
学
校
等
の
環

境
整
備
や
交
通
安
全
教
室
、
登
下

校
時
の
安
全
指
導
な
ど
を
行
い
、

地
域
で
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
大
臣
表
彰

徳
島
県
立
新
野
高
等
学
校

　

高
校
が
有
す
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
活
用
し
、
イ
シ
マ
サ
サ

ユ
リ
の
球
根
を
増
や
し
、
自
生
地

へ
の
移
植
並
び
に
生
育
環
境
の

保
全
を
継
続
的
に
実
施
す
る
な
ど
、

自
然
環
境
の
保
全
お
よ
び
普
及
啓

発
活
動
を
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

徳
島
県
表
彰

■
個
人
表
彰

幸
田 

正
範
さ
ん
（
羽
ノ
浦
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
上
福
井
土
地
改

良
区
理
事
長
等
と
し
て
、
農
業
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

島
尾 
重
機
さ
ん
（
橘
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
阿
南
市
議
会
議

員
と
し
て
、
地
方
自
治
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

森
本 

晃
子
さ
ん
（
羽
ノ
浦
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
助
産
師
と
し
て
、

業
務
に
精
励
さ
れ
る
と
と
も
に
、

保
健
衛
生
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

湯
村 

靜
雄
さ
ん
（
橘
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
徳
島
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
の
役
員
と
し
て
、

商
工
業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

県

藍

青

賞

■
運
動
競
技

【
グ
ル
ー
プ
・
団
体
】

徳
島
県
選
抜
チ
ー
ム
　

折
野 

愛
純
さ
ん
（
野
球
・
新
野

東
小
６
年
）　

Ｎ
Ｐ
Ｂ
ガ
ー
ル
ズ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
０
１
４　

優
勝

羽
ノ
浦
中
学
校 

新
体
操
部
　

平
成
26
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大

会　

第
２
位

【
個
人
】

山
﨑 

舞
さ
ん
（
剣
道
・
阿
南
第

一
中
３
年
）　

平
成
26
年
度
全
国

中
学
校
体
育
大
会　

第
５
位

生
田 

琉
海
さ
ん
（
陸
上
・
阿
南

第
二
中
１
年
）　

第
45
回
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会　

第
３
位

■
研
究
、
制
作
、
表
現
活
動
等

【
グ
ル
ー
プ
・
団
体
】

羽
ノ
浦
中
学
校 

マ
ン
ド
リ
ン
部

第
62
回
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

■
指
導
者
等

中
野 

貴
裕
さ
ん
（
日
本
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
徳
島
連
盟
）　

連
盟
の

運
営
と
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

阿
南
市
教
育
功
労
者
表
彰

■
学
校
教
育

　

上
田
博
司
・
生
杉
孝
晴
・
京
小

公
敏
・
橋
本
正
照
・
太
田
功
一
・

上
野
発
生
・
廣
瀬
泰
弘
・
石
川
千

鶴
・
西
本
享
敬
・
坪
井
和
代
・
徳

野
と
も
子
・
川
端
博
文
・
西
野
敬

一
・
猪
子
結
花
・
澤
田
喜
久
子
・

西
改　

幸
・
滝
口
正
之
・
久
積
富

美
子
・
吉
田
玲
子
・
坂
東
勝
美
・

小
笠
智
子
・
野
村
多
美
子
・
生
野

久
美
・
古
森
敦
子
・
北
本
恵
里
奈
・

戸
川
ひ
ろ
の
・
生
田
琉
海
・
羽
ノ

浦
中
学
校
新
体
操
部
・
羽
ノ
浦
中

学
校
マ
ン
ド
リ
ン
部

■
社
会
教
育

　

近
藤
治
郎
・
山
本　

健
・
桂　

行
弘

■
寄
附

　

廣
野
富
江
・
松
本
正
人
・
海
山

家
隆	

（
敬
称
略
）

	

阿
南
市
体
育
功
労
者
・
優
秀
者
表
彰

■
体
育
功
労
者

　

森　

章
治
・
秦
野　

毅
・
今
瀬

直
幸
・
豊
田　

進
・
原
田
利
明
・

玉
幹
郎
・
白
浜
和
生
・
勝
瀬　

稔
・
蘆
田
裕
彦
・
岡　

美
夫
・
住

友　

悟
・
粟
飯
原
佳
明
・
原
田
善

人
・
四
宮
小
夜
子
・
江
本
惠
子
・

湯
口
武
夫
・
加
茂
保
幸

■
体
育
優
秀
者
・
団
体

　

阿
南
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
ク
ラ
ブ
・

羽
ノ
浦
中
学
校
新
体
操
部
・
阿
南

工
業
高
等
専
門
学
校
テ
ニ
ス
部
・

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
・
武
知
和
一
・
小
島
健

太
郎
・
林　

理
紗
・
湯
浅
詩
音
・

前
川
三
保
子
・
南
原
亜
矢
子
・
戸

井
綾
子
・
北
本
恵
里
奈
・
戸
川
ひ

ろ
の
・
山
﨑　

舞
・
生
田
琉
海
・

福
良
郁
美
・
丸
岡
由
理
奈
・
村
口　

巧
・
奥　

荘
介
・
吉
積
沙
瑛
・
池

内
莉
紗
・
橋
本　

成
・
麻
植
一

輝
・
大
平
祐
生
・
溝
木
隆
太
・
鈴

江
篤
志
・
小
原
宙
久
・
亀
田
翔

矢
・
池
下
大
翔
・
大
岡
勇
貴
・
篠

原
慎
吾

■
体
育
奨
励
賞

　

那
賀
川
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
・
阿
南
Ｊ
Ａ
Ｃ
・
富
岡

小
学
校
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム
・
阿

南
中
学
校
駅
伝
部
・
阿
南
第
一
中

学
校
男
子
剣
道
部
・
阿
南
第
一
中

学
校
相
撲
部
・
阿
南
第
一
中
学
校

野
球
部
・
那
賀
川
中
学
校
女
子
剣

道
部
・
那
賀
川
中
学
校
女
子
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
・
富
岡
東
中
学
校

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
・
原
田　

葵
・
富
永
実
央
・
立
石
迅
一
郎
・

西
谷
優
花
・
山
本
恭
平
・
葉
田
絃

衣
・
林　

怜
花
・
児
島
雄
一
郎
・

脇
岡
弥
優
・
山
川
莉
央
・
下
川
美

波
・
奥
村
詩
鈴
・
廣
田
優
月
・
安

田
七
彩
・
喜
田
萌
衣
・
南
原
柊

琉
・
前
川
瞬
希
・
吉
田
凜
花
・
岡

久
志
和
・
瀧
根
風
香
・
下
平
怜

奈
・
満
石
万
葉
・
宮
内
理
帆
・
島

田
創
太
・
撫
養
あ
か
り
・
吉
田
康

晟
・
岡
久
志
都
・
亀
井
早
苗
・
髙

見
宥
妃
・
竹
内
翔
雅
・
清　

ま
り

な
・
阿
井
佳
乃
・
松
原
陵
太
・
山

口
朝
陽
・
米
田
龍
太
郎
・
粟
田
琉

聖
・
浮
橋
幸
太
・
奈
尾
隆
都
・
阿

地　

守
・
島
野
朱
里
・
豊
栖
美

海
・
神
田
大
河
・
松
坂
玲
奈
・
山

脇
陽
菜
・
小
林
璃
々	

（
敬
称
略
）
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屋
内
多
目
的
施
設
落
成
式

　

屋
内
多
目
的
施
設
の
落
成
式
を

行
い
ま
す
。

日
時　
７
月
19
日
㈰　

午
後
３
時

～
６
時

場
所　
県
南
部
健
康
運
動
公
園
内　

屋
内
多
目
的
施
設
ほ
か（
桑
野
町
）

内
容　
▼
落
成
式
典
▼
自
衛
隊
機

展
示
飛
行
（
午
後
3
時
上
空
通

過
）
▼
記
念
事
業
（
芸
能
）
三
番

叟
、
獅
子
舞
、
和
太
鼓
、
ダ
ン
ス
、

阿
波
踊
り
▼
野
球
教
室
（
午
後
３

時
～
５
時
）
講
師
：
元
読
売
巨
人

軍　

篠
塚
和
典
さ
ん
、
松
本
匡
史

さ
ん
、
定
岡
正
二
さ
ん
▼
も
ち
投

げ
（
午
後
５
時
～
）

問
い
合
わ
せ
は　
野
球
の
ま
ち
推

進
課
（
☎
22

－

１
２
９
７
）
へ

わ
な
猟
免
許
取
得

補
助
金
申
請
の
受
付

対
象　
次
の
条
件
に
全
て
該
当
す

る
方

・
阿
南
市
に
住
所
を
有
す
る
方

・
平
成
27
年
度
内
に
わ
な
猟
免
許

を
新
た
に
取
得
す
る
方

・
わ
な
猟
免
許
取
得
後
、
狩
猟
者

登
録
を
行
い
、
有
害
鳥
獣
駆
除

業
務
に
従
事
す
る
方

補
助
金
額　
６
５
０
０
円
（
講
習

会
受
講
料
相
当
額
）

定
員　
20
人
（
申
込
順
に
受
付
）

申
請
期
限　
平
成
28
年
２
月
26
日
㈮

申
請
方
法　
申
請
書
（
農
林
水
産

課
備
え
付
け
）
に
必
要
書
類
を
添

付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

①
わ
な
猟
狩
猟
者
登
録
証
の
写
し

②
補
助
対
象
と
な
る
講
習
会
受
講

料
領
収
証
の
写
し

③
有
害
鳥
獣
駆
除
業
務
に
従
事
す

る
旨
の
誓
約
書

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林

水
産
課
（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

本
人
通
知
制
度
の
事
前
登
録
の

更
新
手
続
き
が
不
要
と
な
り
ま
す

　

今
回
の
制
度
変
更
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
に
登
録
さ
れ
た
方
お
よ
び

今
後
、
登
録
さ
れ
る
方
の
更
新
手

続
き
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
本
人
の
知
ら
な

い
と
こ
ろ
で
、
住
民
票
・
戸
籍
謄

本
等
が
不
正
取
得
さ
れ
、
身
元
調

査
等
に
利
用
す
る
な
ど
の
重
大
な

人
権
侵
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

も
の
で
す
。
自
分
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
は
自
分
で
守
る
た
め
に
本
人
通

知
制
度
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
▼
登
録
に
つ
い

て
は　

市
民
生
活
課
（
☎
22

－

１

１
１
６
）
へ
▼
人
権
に
つ
い
て
は　

人
権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22

－

３

０
９
４
）、
市
人
権
教
育
協
議
会

事
務
局
（
☎
22

－

３
３
９
２
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

水
害
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
て 

～

　

去
る
６
月
９
日
、
毎
日
新
聞
社
東
京
本
社
（
毎

日
ホ
ー
ル
）
に
て
「
第
11
回
水
害
サ
ミ
ッ
ト
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
18
自
治
体
の
市
町

村
長
が
出
席
し
、
激
甚
化
す
る
水
害
へ
の
対
策
や
、

水
害
に
備
え
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン（
防
災
行
動
計
画
）

の
策
定
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
私
に
は
、
昨
年
の
加
茂
谷
に
お
け
る
豪

雨
災
害
の
内
容
に
つ
い
て
発
表
す
る
機
会
が
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
太
田
昭
宏
国
土
交
通
大
臣
も
出
席

し
、
あ
い
さ
つ
の
中
で
阿
南
市
の
こ
と
に
も
触
れ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

太
田
大
臣
と
は
平
成
５
年
に
一
緒
に
衆
議
院
議

員
総
選
挙
に
当
選
し
た
同
期
生
で
も
あ
り
、
阿
南

市
の
期
成
同
盟
会
の
要
望
活
動
に
は
必
ず
面
会
を

し
て
く
だ
さ
り
、
的
確
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
い

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
予
算
で
も
、
那
賀
川
の
築
堤
事
業
費
な

ど
に
約
８
億
円
、
長
安
口
ダ
ム
の
改
造
事
業
費
に

約
38
億
円
、
那
賀
川
お
よ
び
桑
野
川
河
口
部
の
地

震
津
波
対
策
事
業
費
と
し
て
70
億
円
の
総
額
約
１

１
６
億
円
で
、
昨
年
度
よ
り
約
41
億
円
の
大
幅
な

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
で
た
っ
た

５
カ
所
の
新
規
直
轄
事
業
と
し
て
加
茂
地
区
の

「
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
」
が
認
め
ら
れ
、

築
堤
延
長
約
１
・
８
キ
ロ
、
総
事
業
費
約
64
億
円

で
今
年
度
か
ら
５
カ
年
を
目
標
と
す
る
実
施
計
画

で
事
業
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
深
瀬
地
区
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度

よ
り
工
事
着
手
し
て
お
り
、
今
年
度
は
中
央
橋
と

の
取
り
合
い
部
を
含
め
た
残
り
の
築
堤
工
事
を
施

工
し
、
計
画
を
１
年
前
倒
し
と
す
る
年
度
内
の
完

成
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

阿
南
市
は
、
阿
南
商
工
会
議
所
を
中
心
に
熱
心

に
各
種
施
策
を
国
、
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
団
結
の
力
が
着
々
と
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

太
田
大
臣
は
、
京
都
大
学
で
地
震
学
を
専
攻
さ

れ
、
相
撲
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。
あ
い
さ
つ
の
中
で
、「
相
撲
に
勝
つ
要よ

う

諦て
い

は
、

足
の
指
先
で
土
俵
を
か
み
、
手
の
指
を
相
手
の
ま

わ
し
の
中
に
入
れ
る
こ
と
で
す
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。

　

水
五
訓
の
一
つ
に
は
「
障
害
に
あ
い
激
し
く
そ

の
勢
力
を
百
倍
し
得
る
は
水
な
り
」
と
あ
り
ま
す

が
、
人
間
の
強
い
気
概
で
水
を
克
服
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

※
水
五
訓
と
は
、
水
の
持
つ
性
質
を
と
ら
え
た
人
生
訓
で
す
。
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家
族
介
護
者
交
流
会
へ
の

参
加
者
募
集

　

在
宅
で
ご
家
族
を
介
護
し
て
い

る
方
で
、「
家
族
介
護
者
交
流
会
」

に
参
加
し
て
み
た
い
と
思
う
方
は
、

お
気
軽
に
介
護
・
な
が
い
き
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
家
族
介

護
者
の
会
を
開
催
す
る
際
に
ご
案

内
し
ま
す
。

　

な
お
、「
家
族
介
護
者
交
流
会
」

は
、
認
知
症
を
始
め
と
す
る
介
護

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
家
族
の
集
ま
り
で
、
日
頃

の
介
護
の
思
い
や
悩
み
を
語
り
合

い
、
介
護
に
関
す
る
情
報
を
交
換

し
合
う
交
流
の
場
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
介
護
・
な
が
い

き
課
（
☎
22

－

１
７
９
３
）
へ

第
10
回
特
別
弔
慰
金
の

請
求
手
続
き
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

請
求
で
き
る
方　
平
成
27
年
４
月

１
日
に
お
い
て
、
恩
給
法
に
よ
る

公
務
扶
助
料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻

や
父
母
等
）
が
い
な
い
戦
没
者
等

の
子
、
兄
弟
姉
妹
ま
た
は
三
親
等

内
の
親
族
（
た
だ
し
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
必
要
あ
り
）

支
給
内
容　
総
額
25
万
円
で
５
年

償
還
（
年
額
５
万
円
）
の
国
債

請
求
期
限　
平
成
30
年
４
月
２
日

ま
で

※
書
類
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
事

前
の
電
話
に
よ
る
予
約
の
申
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

公
共
下
水
道

受
益
者
負
担
金
の
納
付

　

平
成
27
年
度
の
納
付
書
は
、
８

月
上
旬
に
受
益
者
に
発
送
し
ま
す
。

　

納
付
対
象
は
、
分
割
払
い
で
納

付
さ
れ
て
い
る
方
や
、
平
成
26
年

７
月
以
降
供
用
開
始
に
な
っ
た
土

地
で
、
猶
予
を
受
け
ら
れ
て
い
た

方
な
ど
で
す
。

納
期　
９
月
、
12
月
、
３
月

口
座
振
替
の
手
続
き　
口
座
振
替

（
分
割
払
い
の
み
）
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
次
の
金
融
機
関
に
「
口

座
振
替
依
頼
書
」
を
備
え
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
７
月
15
日
㈬
ま
で

に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

阿
波
銀
行
、
徳
島
銀
行
、
四
国

銀
行
、
高
知
銀
行
、
阿
南
信
用
金

庫
、
四
国
労
働
金
庫
、
阿
南
農
業

協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課
（
☎

22

－

１
７
９
６
）
へ

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

８
月
１
日
に
更
新

　

現
在
お
持
ち
の
「
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
」
の
有
効
期
限

は
７
月
31
日
㈮
で
す
。
８
月
１
日

㈯
以
降
は
、
７
月
中
に
送
付
す
る

新
し
い
被
保
険
者
証（
み
ど
り
色
）

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
後
期
高
齢
者
医
療
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
の
有
効
期
限
も
７
月
31
日

㈮
で
す
。
平
成
26
年
度
の
認
定
証

を
お
持
ち
の
方
で
、
平
成
27
年
度

も
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
確
認
で

き
た
方
に
は
７
月
中
に
新
し
い
証

を
送
付
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
保
険
料
の
決
定

通
知
を
８
月
初
旬
に
送
付
し
ま
す
。

納
付
書
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
方

に
は
、
納
付
書
も
同
封
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

８
０
６
４
）
へ

市営住宅入居者募集

◆申込資格等　次の①～④のすべてに該当する方
①阿南市に住民登録または勤務地を有し、持家がないなど

居住に困っていると認められる方
②同居しようとする親族がいること。ただし、婚約者の場

合は、入居を指定した日から３カ月以内に結婚し、同居
できる方に限ります。

③政令で定める収入基準を満たす方
④申込者および同居する親族が暴力団員でないこと
◆申込みに必要な書類　

①市営住宅使用申込書（住宅・建築課備え付け）
　※申込書には押印が必要。
②入居希望者全員の住民票
③収入を証する書類（所得課税証明書、源泉徴収票（給与

支払明細書）など）
④婚約中の方は、婚約が証明できる書類
◆入居者の選定方法　

①受付時に書類審査を行います。書類に不備がある場合は
受け付けできません。

②書類審査後、希望する住宅を１つ選んでいただきます。
③各住宅で募集戸数を超える申込みがある場合は、抽選に

より決定します。
④不正な申込み等が発見された場合は、当選資格を取り消

します。また、申込み後、入居までに同居親族の変更（出
産、死亡を除く）または婚約者が変わった場合は、その
申込みを無効とします。

◆受付日時　７月９日㈭、10日㈮　9:00～17:00
◆抽選日  ７月23日㈭、24日㈮　※抽選がある場合のみ
◆入居予定日　９月１日㈫

※家賃、敷金、収入基準など条件・制約がありますので、
くわしくは、お問い合わせください。

問い合わせは　住宅・建築課（☎22−3431）へ

＜一般募集住宅＞　

住　宅　名 所　在　地 戸　数 間　取
中　川　原 横見町中川原 １ ２ＬＤＫ
中　川　原 横見町中川原 １ ２ＤＫ
中　川　原 横見町中川原 １ ３ＤＫ
宝　　　田 宝田町川原 １ ２ＤＫ
西　　　方 長生町西方 １ ２ＤＫ
赤　　　池 那賀川町赤池 １ ３ＤＫ

次の市営住宅への入居者を募集します。
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情
報
公
開
･
個
人
情
報
保
護

制
度
の
施
行
状
況
の
内
容

　

平
成
26
年
度
の
施
行
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

情報公開・個人情報保護の施行状況　（単位：件）

開示
請求

処理
件数

　処理の状況
公開率開示 部分

開示 不開示 不存在等
情報
公開 37 37 11 20 0 6 100％

個人
情報 3 3 1 1 0 1 100％

公開率（%）＝　 開示件数＋部分開示件数　 ×100　　　 処理件数－（不存在等件数）

問
い
合
わ
せ
は　

行
政
情
報
課

（
☎
28

－

９
８
８
５
）
へ

農
地
中
間
管
理
事
業
の
募
集

　

農
業
経
営
の
効
率
化
を
進
め
る

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約

化
を
進
め
る
た
め
、
農
地
中
間
管

理
機
構
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て

農
地
を
貸
し
出
し
た
い
方
や
農
地

の
借
受
け
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

７
月
か
ら
10
月
末
ま
で
に
公
益
財

団
法
人
徳
島
県
農
業
開
発
公
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
ま
た
は
市
農
林

水
産
課
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
（
公
財
）
徳
島

県
農
業
開
発
公
社
（
☎
０
８
８

－

６
２
１

－

３
０
８
３
）
ま
た
は
農

林
水
産
課（
☎
22

－

１
５
９
８
）へ

平
成
27
年
度

国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
を

７
月
か
ら
受
付

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が「
免
除
」ま
た
は「
猶

予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
申
請
に
は
所
得
要
件
が
あ

り
、
本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯

主
（
30
歳
未
満
の
方
が
対
象
の
納

付
猶
予
は
本
人
お
よ
び
配
偶
者
）

の
前
年
所
得
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
分
（
平
成
27
年
７

月
分
か
ら
平
成
28
年
６
月
分
ま

で
）
の
免
除
申
請
を
７
月
１
日
㈬

か
ら
受
付
し
ま
す
。

※
過
年
度
分
の
免
除
申
請
は
、
過

去
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の　
年
金
手

帳
、
印
鑑

※
退
職
（
失
業
）
し
た
こ
と
を
確

認
で
き
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
ま
た
は
離
職
票
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

市
内
事
業
所
の
経
営
者・

管
理
者
の
皆
さ
ま
へ

　

本
市
で
は
、
差
別
落
書
き
等
の

防
止
の
た
め
に
公
共
施
設
や
量
販

店
の
ト
イ
レ
な
ど
の
定
期
的
な
巡

視
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

人
権
を
ふ
み
に
じ
る
悪
質
な
落
書

き
等
を
防
ぐ
た
め
に
、
ト
イ
レ
や

人
通
り
の
少
な
い
箇
所
等
の
定
期

的
な
点
検
を
実
施
し
、
ト
イ
レ
な

ど
は
常
に
明
る
く
、
清
潔
感
あ
ふ

れ
る
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

日
頃
か
ら
落
書
き
し
に
く
い
状
況

を
つ
く
る
な
ど
の
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。

差
別
落
書
き
を
発
見
し
た
ら

　

万
が
一
、
人
権
を
侵
害
す
る
よ

う
な
内
容
の
落
書
き
な
ど
を
発
見

し
た
時
は
、
そ
の
場
で
消
去
せ
ず
、

で
き
る
だ
け
早
く
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
は　

人
権
教
育
課

（
☎
22

－

３
３
９
２
）
ま
た
は
人

権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22

－

３
０

９
４
）
へ

救急医療情報キットは、かかりつけ医や持病などの
医療情報、緊急連絡先などの情報を専用の容器に入
れ、自宅の冷蔵庫に保管しておくことで、万一の緊
急時に備えるものです。119番通報で、駆けつけた
救急隊員がキットの情報を確認することで、適切で
迅速な処置が可能となり、ご家族への連絡もスムー
ズに行えます。
配布の対象となる方　

▼ 65歳以上のひとり暮らしの高齢者

▼65歳以上の高齢者のみの世帯の者

▼日中、１人になることがある65歳以上の高齢者
※配布は１世帯に１個です。
申請方法および配布場所　申請窓口で申請書にご記入いただき、キットを
お渡しします。申請書の記入に印は不要です。
申請窓口　介護・ながいき課、各支所、各住民センター、高齢者お世話セ
ンター
※救急医療情報キットを既にお持ちの方で、救急情報の内容に変更があっ

た方は、新しい内容に変更してください。
問い合わせは　介護・ながいき課（☎22−1793）へ

化学肥料・農薬を５割低減し、地球温暖
化防止や生物多様性保全に効果の高い営
農活動に取り組む場合において取組面積
に応じて支援を行います。
対象　農業者の組織する団体、または主

作物についてエコファーマー認定
を受けていることなど一定の条件
を満たす農業者

支援単価（10ａ当たり）
①　緑肥の作付け　8,000円
②　堆肥の施用　　4,400円
③　有機農業　　　8,000円
　（そば等雑穀・飼料作物　3,000円）
④　草生栽培・冬期湛水管理　8,000円
申請期限　８月31日㈪まで
問い合わせは　
農林水産課振興係（☎22−1598）へ

環境保全型農業直接
支払交付金申請の受付

救急医療情報キットの配布
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「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

あ
な
な
ん
商
品
券
」

取
扱
店
舗
募
集

募
集
期
間　
７
月
１
日
㈬
～
17
日

㈮
（
一
次
受
付
）

※
一
次
受
付
期
間
中
に
ご
登
録
い

た
だ
く
と
、
商
品
券
購
入
時
に
提

供
す
る
チ
ラ
シ
に
店
舗
名
が
掲
載

さ
れ
ま
す
。ま
た
、７
月
21
日
㈫
以

降
も
登
録
の
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

募
集
対
象　
阿
南
市
内
の
小
売
業
、

飲
食
業
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
業
の
店

舗
と
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
録
方
法
・
場
所　
所
定
の
申
請

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
店

舗
所
在
地
の
商
工
会
議
所
お
よ
び

商
工
会
窓
口
に
て
登
録
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

使
用
期
間　
９
月
１
日
㈫
～
12
月

31
日
㈭

販
売
価
格　

５
千
円
１
セ
ッ
ト

（
６
千
円
相
当
）

※
く
わ
し
く
は
、
商
工
会
議
所
お

よ
び
各
商
工
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
商
工
会
議

所
（
☎
22

－

２
３
０
１
）、
那
賀

川
町
商
工
会
（
☎
42

－

１
７
７

２
）、
羽
ノ
浦
町
商
工
会
（
☎
44

－

４
８
５
８
）
へ

阿
南
市
教
育
振
興
計
画

（
後
期
基
本
計
画
）
が

制
定
さ
れ
ま
し
た

　

阿
南
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

を
貴
重
な
地
域
の
財
産
と
と
ら
え
、

本
市
の
持
続
的
な
発
展
に
不
可
欠

な
「
人
財
」
の
育
成
を
図
り
、
就

学
前
の
幼
児
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
こ
の
ま
ち
で
生
ま
れ
て

よ
か
っ
た
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

実
感
し
て
い
た
だ
く
た
め「
笑
顔
・

夢
・
い
の
ち
を
育
む
教
育
の
ま
ち

阿
南
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
諸

施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

教
育
振
興
計
画
は
、
各
支
所
、

各
公
民
館
、
各
住
民
セ
ン
タ
ー
窓

口
、
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総

務
課
（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
様
へ

限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
有
効
期
限
が
７
月
31
日
㈮
で

す
。
８
月
以
降
も
認
定
証
が
必
要

な
方
は
、
交
付
申
請
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
限
度
額
等
の
支
払
い
に

つ
い
て

　

70
歳
未
満
の
方
は
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
「
限
度
額
認
定
証
」
を

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費

（
１
カ
月
ご
と
）
の
支
払
金
額
が
、

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
済
み
ま

す
。
ま
た
、
住
民
税
が
非
課
税
世

帯
の
場
合
は
、
入
院
時
の
食
事
代

も
あ
わ
せ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

70
歳
以
上
の
方
は
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
場
合
に
、「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
自
己
負
担

限
度
額
や
入
院
時
の
食
事
代
が
減

額
さ
れ
ま
す
。

受
付
開
始
日　
７
月
１
日
㈬

申
請
に
必
要
な
も
の　
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

入
院
時
の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

同
和
問
題
講
演
会

日
時　
７
月
25
日
㈯　

午
後
１
時

20
分
〜

場
所　
文
化
会
館
１
階　

ホ
ー
ル

演
題　
「
人
間
の
つ
な
が
り
の
根

底
に
あ
る
も
の
へ
の
考
察

－

同
対

審
答
申
50
年
の
今
日
的
意
味
と
人

権
を
め
ぐ
る
現
状

－

」

講
師　
大
阪
市
立
大
学
非
常
勤
講

師　

谷
元
昭
信
さ
ん

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
み
：
７
月

16
日
㈭
ま
で
）

※
駐
車
台
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
乗
り
合
わ
せ
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

熱
中
症
に
気
を
つ
け
よ
う
！

　

熱
中
症
は
、
夏
の
強
い
日
射
し

の
下
で
激
し
い
運
動
や
作
業
を
す

る
時
だ
け
で
な
く
、
体
が
暑
さ
に

慣
れ
な
い
梅
雨
明
け
の
時
期
に
も

起
こ
り
ま
す
。
ま
た
屋
外
だ
け
で

な
く
、
高
温
多
湿
の
室
内
で
過
ご

し
て
い
る
時
に
も
み
ら
れ
、
症
状

が
深
刻
な
と
き
に
は
命
に
関
わ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
正
し
い
知
識

を
身
に
付
け
、
自
分
で
で
き
る
熱

中
症
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない ! こんなに事故が
交通
事故

件　数
死　者
負傷者

174件（1,010）
0人（       1）

17人（   116）

救急 件　数
搬送人員

252件（1,379）
246人（1,321）

火災 件　数
損害額

2 件（  13）
20千円（5,410千円）

●阿南署管内平成27年５月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

マイナンバーは、住民票があるすべての方に１人１つの番
号をつけて、社会保障、税、災害対策の分野で効率的に情
報を管理し、複数の機関に存在する個人の情報が同一の情
報であることを確認するために活用されるものです。

マイナンバー制度の概要を分
かりやすく解説しています。
地域集会や会社の研修会等で
ご活用ください。

●個人向け編　約15分
●事業者向け編　約21分

問い合わせは　企画政策課（☎22−3429）へ

マイナンバー（個人番号）

制度が始まります

平成27年10月からマイナンバーを通知します。
平成28年１月から、社会保障、税、災害対策の
行政手続きでマイナンバーが必要になります。

制度を紹介したDVDを貸出ししています！

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
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旧
庁
舎
写
生
コ
ン
ク
ー
ル

審
査
結
果
の
発
表

　

３
月
20
日
～
４
月
24
日
の
間
、

「
あ
り
が
と
う
阿
南
市
役
所
旧
庁

舎
」
を
テ
ー
マ
に
写
生
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
68
点
の

応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
ま
し

た
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
学
生
の
部

最
優
秀
賞　
久
栄
愛
梨
（
桑
野
小

４
年
）、
優
秀
賞　
久
栄
ほ
の
か

（
桑
野
小
４
年
）、
優
秀
賞　
中
原

怜
美
（
富
岡
小
６
年
）

中
学
生
の
部

最
優
秀
賞　
小
川
心
暉
（
羽
ノ
浦

中
３
年
）、
優
秀
賞　
仁
木
彩
乃

（
阿
南
第
二
中
３
年
）、
優
秀
賞　

青
木
琴
菜
（
富
岡
東
中
２
年
）

一
般
の
部

最
優
秀
賞　
増
田
英
俊
（
津
乃
峰

町
）、
優
秀
賞　
小
川
松
枝
（
宝

田
町
）、優
秀
賞　
植
田
忠
生
（
羽

ノ
浦
町
）　
（
敬
称
略
）

●
入
賞
作
品
の
展
示

期
間　
７
月
15
日
㈬
ま
で
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

場
所　
市
役
所
新
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

※
な
お
、
応
募
い
た
だ
い
た
作
品

は
、
今
後
利
活
用
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

企
画
政
策
課

（
☎
22

－

３
４
２
９
）
へ

アカウミガメの重要な産卵場所である海浜は「日本の重要湿地 500」に選
定されており、大池の水生植物群落とともに徳島県の天然記念物としても指
定されています。アカウミガメ産卵場所の保全活動の一つである海浜清掃は、
毎年６月上旬に実施されており、多くのボランティアが参加しています。
今年は５月17日に清掃を実施し、同月22日にアカウミガメの初上陸が確認
されました。ここ10年で２番目に早い初上陸となっています。

「未来へつなごう！あなんのごっつい自然」を紹介　⑵

阿南市生物多様性ホットスポット　蒲
か

生
も

田
だ

範囲：岬や海浜、大池を含む地域

■展示コーナー　10:00～20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○樹脂粘土で作った小さな花　４日㈯まで
○第三回染織作品展　７日㈫～20日㈷
○野球のまち阿南関連グッズ展示会　23日㈭～30日㈭

■体験コーナー
○LEDグラス体験　
　11日㈯　13:00～15:00
　【申込締切日】10日㈮
　【参加費】無料　【定員】20人
　【持参物】ビン（コーヒービン）

○阿波踊り活竹人形
　18日㈯　13:00～15:00
　【申込締切日】17日㈮
　【参加費】600円　
　【定員】20人

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ（☎24−3141）へ

光 ７月の催しのまちステーションプラザ

問い合わせは　
野球のまち推進課（☎22－1297）へ

○野球のまち阿南 第２回少年野球全国大会
　24日㈮　開会式　15:00～　
　25日㈯～27日㈪　9:00～

○阿南市高校野球新人交流戦
　４日㈯、30日㈭、31日㈮、
　８月３日㈪　8:30～

球場へ行こう！

７月の日程

●教育長報告
　①各学校からの校長ヒアリングについて
　②アクティブ・ワン・プロジェクト事業選考結果について
　③総合教育会議について
　④園・学校訪問について
●学校評議員の委嘱について（学校教育課）
●学校訪問について（学校教育課）
●阿南市社会教育委員の委嘱について（生涯学習課）
●阿南市立公民館分館長の委嘱について（生涯学習課）
●阿南市学校給食審議会委員の委嘱について（学校給食課）
●阿南市指定文化財の指定について（文化振興課）
※定例会の日時は、市のホームページでお知らせしています。

くわしくはお問い合わせください。
問い合わせは　教育委員会総務課（☎22−3299）へ

５月定例会（５月27日開催）で、次の
内容について審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

名　　　称 担  当  地  域 電話番号
阿南東部高齢者
お世話センター 富岡、宝田、中野島 22−4577

阿南中部高齢者
お世話センター 見能林、橘、桑野 23−3728

阿南西部高齢者
お世話センター 長生、大野、加茂谷 23−5046

阿南南部高齢者
お世話センター 新野、福井、椿 36−3634

阿南北部第 1 高齢者
お世話センター

那賀川、羽ノ浦（下
記以外）、伊島 42−2900

阿南北部第 2 高齢者
お世話センター

羽ノ浦
（中庄、宮倉の一部） 44−6836

介護、医療、福祉などの関係機関と協力して、地域の皆さんの
健康、生活、財産、権利などを守るために置かれている機関です。

問い合わせは　介護・ながいき課（☎22−1793）へ

阿南高齢者お世話センター

（場所：JAアグリあなんスタジアムほか）
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夏休みの催し

日程　〈就学前年長児・小学 1 年生〉
７月21日㈫～24日㈮

〈小学２・３年生〉
７月27日㈪～30日㈭

〈小学４・５・６年生〉
８月３日㈪～６日㈭

時間　9:30～11:30　
場所　富岡公民館２階　ホール
参加費　無料　
定員　各教室40人程度
※応募者多数の場合は抽選
申込方法　往復はがきの往信面に、①学校
名②学年③児童名④性別⑤住所⑥引率者名
⑦電話番号、返信面に①住所②保護者の氏
名を記入のうえ、教育研究所に送付してく
ださい。
申込締切日　７月10日㈮（消印有効）
問 〒774-8501　富岡町トノ町12番地3
　 教育研究所（☎22－3395）へ

夏休み子ども英語教室

対象　市内在住の方で、泳ぐことができな
いまたは10m程度泳げる小学生（幼児は
対象外）とその親
日時　７月24日㈮　  9:30～11:30
　　　　　25日㈯　10:00～11:00
　　　　　26日㈰　10:00～11:00
　　　８月  7日㈮　10:00～11:30
　　　　　  8日㈯　10:00～11:30
　　　　　  9日㈰　10:00～12:30
場所　スポーツ総合センター温水プール
参加料　無料　※毎回、大人500円、子ど
も300円の入泳料が必要。
定員　60組（先着）
申込期間　７月17日㈮まで
　　　　　平日9:00～17:00
問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

親と子の水泳教室参加者募集

対象　小・中学生　
場所　阿南図書館３階　視聴覚室
　　　※飲み物は各自で用意してください。

《作成会》　７月19日㈰　9:30～12:00　
持参物　はさみ、のり、筆記用具
申込締切日　７月16日㈭

《名付け会》　８月21日㈮　9:30～15:30
持参物　採集標本、付せん、はさみ、
　　　　筆記用具

※先着順で名付けを行います。
※事前の申込みは不要です。

問 教育研究所（☎22－3395）へ

植物標本作成会
採集標本名付け会

日時　７月５日㈰　10:00～16:00
場所　阿南市物産館（阿南光のまちステー

ションプラザ内）
内容　ビンゴ大会　11:00～、15:00～（賞
品あり）、かき氷無料配布（先着300人）、
ＬＥＤ工作体験・竹人形工作体験（有料）
※あななんと風船匠じょにぃもやってきます。
問 阿南市物産館（☎24－3141）へ

市物産館・観光案内所オープン
１周年記念イベント開催

日時　８月28日㈮　8:30～16:30
　　　（荒天時は中止）
場所　陸上自衛隊徳島駐屯地
内容　駐屯地における野外活動（施設・装
備品見学、体験搭乗、ロープワーク等）
対象　阿南市、那賀郡および海部郡在住の

小学３～６年生（30人）
参加費　500円（昼食代等）
申込締切日　７月31日㈮（当日消印有効）
申込方法　はがきに住所、氏名（保護者お
よび参加者）、学校名、学年、連絡先を記
入のうえ、郵送。申込み多数の場合は抽選。
問 〒779‐1116　那賀川町小延413番地1
陸上自衛隊徳島駐屯地　司令職務班広報係
（☎42－0991）へ

陸上自衛隊徳島駐屯地
夏休みちびっ子大会

開催日程
７月11日㈯、12日㈰　13:00～16:00
　　25日㈯、26日㈰　  9:00～12:00
８月  1日㈯、  2日㈰　  8:00～11:00
　　  8日㈯、  9日㈰　  9:00～12:00
　　15日㈯、16日㈰　  8:00～11:00
　　22日㈯、23日㈰　  9:00～12:00
※潮の関係により時間が違います。
場所　Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（大潟町）
利用料金　
カヌー・ヨット１艇　200円／時間
ローボート１艇　300円／時間
※市外の方は別料金です。
問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

カヌー、ヨットを体験しよう！

期間　７月１日㈬～８月20日㈭
※下記の期間交通規制にご協力ください。
７月15日㈬〜８月14日㈮　10：00〜16：30
問 商工観光労政課（☎22－3290）へ

海水浴場オープン
（北の脇海水浴場・淡島海水浴場）

阿南の夏まつり

７
月
24
日
㈮
▼
26
日
㈰

24日㈮	 17:00～	 開幕パレード（阿南駅前スタート）
	 18:30～	 開幕セレモニー（牛岐城趾公園）
	 阿波踊り大会（牛岐城趾公園ほか）
25日㈯	 18:30～	 阿波踊り大会（牛岐城趾公園ほか）
26日㈰	 20:00～	 花火大会（浜の浦公園）

※会場周辺で、小型無人機「ドローン」等の飛行は自粛してください。
問 商工観光労政課（☎22－3290）へ

通行止め　18:30〜22:30（踊り時）
7月24日㈮〜26日㈰

通行止め　19:30〜21:30（花火時）

市役所

富
岡
橋

桑野川

日時　８月２日㈰　9:15～12:00
場所　ひまわり会館３階　グルメルーム
持参物　エプロン、三角巾、ハンカチ、
　　　　マスク、お茶を入れた水筒
募集人員　市内の小学生50人（先着順）
参加費　無料
申込方法　はがきに名前（ふりがな）、性別、
学校名、学年、郵便番号、住所、電話番号
を記入し、下記の住所に送付してください。
申込締切日　７月10日㈮（消印有効）
※必ず保護者が送迎してください。
問 〒774‐0030　富岡町トノ町70番地4
主任児童委員　幸田初美
（☎090－1325－6835）へ

夏休みこどもクッキー教室

◆那賀川Ｂ＆Ｇ海洋センター（平島小学校
西側）※乳幼児用プールはありません。
期間　７月21日㈫～８月20日㈭　
　　　13:30～15:30
※㈪・祝日と8月11日㈫～15日㈯は休館
料金　小中学生200円　高校生以上300円
※就学前の幼児は無料。ただし、付き添い
の方は料金が必要。

※団体等で利用される場合は、事前にお問
い合わせください。

◆スポーツ総合センター温水プールの
　一般開放時間の変更
７月24日㈮、８月７日㈮、８日㈯、９日
㈰は12:00～21:00に、７月25日㈯、26
日㈰は11:00～21:00に変更します。
問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

プールをご利用ください仙台七夕飾りと阿波踊り、たくさんの催し
で楽しい 1 日をお過ごしください。
日時　７月12日㈰　9:30～
※雨天の場合は19日㈰に延期
場所　阿南西部公園（中大野町）
内容　オープニングショー（龍神太鼓）、阿波
踊り、靴飛ばし的あて、ビンゴゲーム、ゴルフ
ボールつかみ、ジャンケンゲーム、消防コーナ
ー、シャボン玉コーナー、軽食コーナーほか
問 大野公民館（☎22－1564）へ

阿南西部公園七夕夏まつり
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平
成
26
年
の
台
風
11
号
お
よ
び

12
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
に
対
す

る
阿
南
市
災
害
義
援
金

　

平
成
26
年
８
月
21
日
か
ら
行
っ
て
い
ま
し

た
義
援
金
の
受
付
を
平
成
27
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

市
内
を
は
じ
め
、
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
心

温
ま
る
義
援
金
や
数
々
の
お
見
舞
い
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

義
援
金
の
内
訳
は
、
被
災
世
帯
の
支
援
と

し
て
、
個
人
か
ら
１
３
９
件
、
企
業
・
団
体

等
か
ら
83
件
、
合
計
１
２
５
８
万
７
０
９
０

円
、
加
茂
谷
中
学
校
へ
の
支
援
と
し
て
、
個

人
か
ら
４
件
、
企
業
・
団
体
等
か
ら
２
件
、

合
計
２
３
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
来
で
し
た
ら
、
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に

お
礼
を
申
し
上
げ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
、
災
害
か
ら
の
復
興
を
願
う
人
々
の

思
い
が
込
め
ら
れ
た
義
援
金
は
、
半
壊
世
帯

に
11
万
円
、
床
上
浸
水
世
帯
に
６
万
６
千
円

を
生
活
支
援
資
金
と
し
て
お
渡
し
す
る
こ
と

を
阿
南
市
災
害
対
策
本
部
に
お
い
て
決
定
し
、

４
月
15
日
か
ら
28
日
の
間
に
市
職
員
が
、
手

渡
し
に
よ
り
半
壊
の
２
世
帯
と
床
上
浸
水
の

１
８
５
世
帯
の
被
災
者
の
方
々
に
お
届
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
加
茂
谷
中

学
校
を
ご
指
定
の
義
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

加
茂
谷
中
学
校
の
備
品
等
の
購
入
費
に
充
て

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
配
分
の
残
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
養
成
お
よ
び
活
動
の
た
め
の
資
金

に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
報
告
し

ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
が
一

日
も
早
く
、
元
の
生
活
を
取
り
戻
さ
れ
る
よ

う
お
祈
り
を
申
し
上
げ
ま
す
。

国
直
轄
の
河
川
事
業
の
予
算   

お
よ
び
進
捗
状
況

　

本
市
に
か
か
る
本
年
度
の
河
川
事
業
予
算

と
し
ま
し
て
は
、
加
茂
地
区
を
は
じ
め
と
す

る
無
堤
地
区
の
築
堤
事
業
費
な
ど
に
約
８
億

円
、
長
安
口
ダ
ム
の
改
造
事
業
費
に
約
38
億

円
、
ま
た
那
賀
川
お
よ
び
桑
野
川
河
口
部
の

地
震
津
波
対
策
事
業
費
と
し
て
70
億
円
の
総

額
約
１
１
６
億
円
で
、
昨
年
度
よ
り
約
41
億

円
の
大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
お
り
、
重
点
的

な
配
分
を
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
那
賀
川
の
無
堤
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
の
台
風
11
号
に
よ
り
甚
大
な
浸

水
被
害
が
発
生
し
た
加
茂
地
区
が
全
国
の

新
規
事
業
５
カ
所
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、

「
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
」
に
採
択

さ
れ
、
今
年
度
か
ら
５
カ
年
を
目
標
と
す
る

実
施
計
画
で
事
業
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
深
瀬
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中

央
橋
と
の
取
り
合
い
部
を
含
め
た
残
り
の
築

堤
お
よ
び
護
岸
工
事
を
施
工
し
、
今
年
度
中

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
は
、
河
道
内
の
樹
木
や
堆
積
土
砂

等
に
よ
り
流
下
断
面
が
不
足
し
て
い
る
楠

根
・
吉
井
地
区
に
つ
き
ま
し
て
も
、
順
次
、

伐
採
、
掘
削
等
に
着
手
し
て
い
く
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

学
力
向
上
サ
テ
ラ
イ
ト
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

昨
年
度
、
全
国
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
「
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
が
９
月

に
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
徳
島

県
内
の
児
童
・
生
徒
の
成
績
は
あ
ま
り
芳
し

い
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

児
童
・
生
徒
の
学
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
は
、
ま
ず
教
員
の
指
導
力
向
上
を
図

る
こ
と
、
そ
し
て
家
庭
教
育
の
充
実
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
、
県
の
学
力
テ
ス
ト
調

査
検
討
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
報
告
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
の
学

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
実
効
性
の
あ
る

具
体
的
手
立
て
と
し
て
、
こ
の
度
、
阿
南

市
教
育
委
員
会
と
徳
島
県
教
育
委
員
会
、

鳴
門
教
育
大
学
が
協
力
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
研
修
室
「
つ
な
が

ル
ー
ム
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
室
の
開
設
に
よ
っ
て
、
テ
レ

ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
通
し
た
鳴
門
教
育
大

学
と
の
双
方
向
の
情
報
交
換
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
距
離
的
、
時
間
的
、

ま
た
経
済
的
な
制
約
に
よ
っ
て
、
鳴
門
教

育
大
学
で
の
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
教
職
員
が
阿
南
の
会
場
で
研

修
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

大
学
の
持
つ
知
見
や
情
報
を
得
や
す
く
な

る
こ
と
で
、
教
員
の
資
質
向
上
や
学
校
の

教
育
力
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と

大
い
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

６
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　
６
月
議
会
が
６
月
５
日
か
ら
23
日
ま
で
の
19
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に

先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、
市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

　
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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地
方
創
生
の
大
き
な
柱
と
な
る

移
住
・
定
住
施
策

　

移
住
に
係
る
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」
と

し
て
、
定
住
促
進
課
内
に
移
住
交
流
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
設
置

を
契
機
に
、
国
や
県
お
よ
び
他
自
治
体
の
担

当
部
局
と
の
連
携
を
強
化
し
、
移
住
を
希
望

さ
れ
る
方
に
対
し
て
、
住
居
や
支
援
施
策
な

ど
積
極
的
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
か
ら
総
務
省
が
地
方
移

住
に
関
す
る
総
合
情
報
サ
イ
ト
「
全
国
移
住

ナ
ビ
」
の
供
用
を
開
始
し
た
こ
と
に
伴
い
、

全
国
の
自
治
体
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
て
移
住
者
を
呼
び
込
む
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
発
信
し
て
い
く
動
き
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
市
に

お
き
ま
し
て
も
特
別
地
方
交
付
税
を
活
用
し
、

現
在
、
移
住
促
進
に
特
化
し
た
Ｐ
Ｒ
動
画
を

制
作
し
て
お
り
、
本
年
６
月
中
に
は
当
サ
イ

ト
上
で
積
極
的
に
配
信
す
る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
、
都
市
圏
に
住
む
外
部
の
若
い
人

材
を
活
用
し
、
新
た
な
目
線
・
視
点
か
ら
地

域
活
動
に
貢
献
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
地

域
に
活
力
を
与
え
る
起
爆
剤
と
な
り
、
ま
た
、

地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
移
住
・
交

流
の
促
進
に
も
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
市
で
も
、
全
国
的
に
成
果
を
上

げ
て
お
り
ま
す
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の

導
入
を
予
定
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度
中
に

隊
員
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
団

体
と
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
、
そ
し
て
自
然
に
恵
ま
れ
た
本
市
の

魅
力
を
最
大
限
生
か
し
、
移
住
・
交
流
、
さ

ら
に
は
定
住
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
や
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ご
支

援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。屋

内
多
目
的
施
設
整
備
事
業

　

総
事
業
費
約
５
億
３
千
万
円
を
か
け
ま
し

て
、
平
成
26
年
２
月
か
ら
徳
島
県
南
部
健
康

運
動
公
園
内
に
建
設
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
屋
内
多
目
的
施
設
整
備
工
事
が
本
年
６
月

中
に
完
成
し
、
７
月
19
日
に
落
成
式
を
執
り

行
う
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
屋
内
多
目
的
施
設
は
県
下
最
大
規
模

を
誇
り
、
建
築
面
積
約
２
５
３
４
平
方
メ
ー

ト
ル
の
中
に
、
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
配
し
、

ラ
イ
ト
側
約
40
メ
ー
ト
ル
、
レ
フ
ト
側
約
48

メ
ー
ト
ル
の
エ
リ
ア
全
面
を
使
用
し
ま
す
と
、

野
球
の
シ
ー
ト
ノ
ッ
ク
や
連
携
プ
レ
イ
も
可

能
で
あ
り
、
防
球
ネ
ッ
ト
で
仕
切
り
ま
す
と

６
レ
ー
ン
の
打
撃
練
習
が
同
時
に
行
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
フ
ッ
ト
サ
ル
競
技
で
は
、
公
式

コ
ー
ト
１
面
ま
た
は
練
習
コ
ー
ト
２
面
の
使

用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
根
は
光
を
取
り
込
む
こ
と
が
で

き
る
膜
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
外
か
ら
の
採
光

で
明
る
さ
を
確
保
し
て
い
る
ほ
か
、
会
議
室
、

ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
、
４
人
が
同
時
に
投
球
で

き
る
投
球
練
習
場
等
を
備
え
る
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
８
月
に
は
大
阪
市
立
大
学
野
球
部

の
合
宿
や
東
京
六
大
学
オ
ー
ル
ス
タ
ー
チ
ー

ム
の
練
習
、
春
に
は
甲
子
園
出
場
の
北
信
越

地
域
の
高
校
野
球
チ
ー
ム
な
ど
の
合
宿
を
は

じ
め
、
フ
ッ
ト
サ
ル
競
技
の
大
会
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
が
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な

く
実
施
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
な
る
野

球
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
に
大
い
に
寄
与
す
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
南
部
健
康
運
動
公
園
は
徳
島
県

の
広
域
防
災
施
設
の
拠
点
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
の
屋
内
多
目

的
施
設
は
物
資
の
保
管
や
広
域
応
援
部
隊
の

活
動
拠
点
と
し
て
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
広

く
市
民
の
皆
さ
ま
に
貢
献
す
る
施
設
で
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
施
設
が
市
民
に
親
し
ま
れ
、

気
軽
に
健
康
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
る
中
心
的

施
設
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
現
在
、
広
報
あ

な
ん
６
月
号
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
民
の

皆
さ
ま
に
愛
称
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集

期
間
は
６
月
１
日
か
ら
25
日
ま
で
と
し
、
決

定
し
た
愛
称
は
７
月
の
落
成
式
で
発
表
す
る

予
定
で
す
。

「
阿
南
市
輝
く
子
ど
も
の
子
育
て

応
援
に
係
る
日
亜
化
学
工
業
基
金
」

　

昨
年
末
に
、
日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社
様

か
ら
、
働
く
女
性
の
子
育
て
支
援
等
を
目
的

と
し
た
、
本
市
が
設
置
す
る
就
学
前
教
育
・

保
育
施
設
等
の
事
業
お
よ
び
運
営
の
充
実
に

必
要
な
資
金
と
し
て
、
多
額
の
寄
附
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
さ
ら
に
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
事
業
お
よ
び
運
営
の
充

実
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と
で
、

追
加
と
し
て
多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

現
在
、
本
市
に
開
設
さ
れ
て
い
る
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
公
設
民
営
が
19
ク
ラ

ブ
、
民
設
民
営
が
１
ク
ラ
ブ
で
、
約
７
０

０
人
の
児
童
が
利
用
し
て
お
り
、
児
童
福

祉
法
の
改
正
に
よ
る
対
象
児
童
の
学
年
の

引
き
上
げ
や
開
所
時
間
の
延
長
に
よ
り
、

今
後
、
利
用
す
る
児
童
は
さ
ら
に
増
え
て

く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
本
市
に
お
け

る
地
域
の
子
育
て
支
援
の
充
実
を
」
と
い

う
貴
重
な
ご
寄
附
の
趣
旨
を
十
分
踏
ま
え
、

本
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
新
制

度
の
も
と
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
増
設
の
ほ
か
、
職

員
や
施
設
・
設
備
に
つ
い
て
も
新
た
な
基

準
を
設
け
て
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
な

ど
、
諸
事
業
に
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
そ
の
達
成
状
況
や
進
捗
、

結
果
な
ど
を
検
証
・
分
析
し
、
よ
り
良
い

子
育
て
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨
部
分
の

み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご
覧
に
な
り

た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
後
日
作
成
さ
れ
ま
す
市
議
会
会
議

録
は
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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検診内容と自己負担金
検診項目 検診の内容 対　　象

自己負担金

個別検診 集団検診

肝炎ウイルス
（Ｂ型Ｃ型）

血液検査

40歳以上で今まで
受けていない方 1,000円 600円

前立腺がん 55歳以上の男性
1,000円

高齢受給者、後期高齢者
医療制度加入者は500円

胃がん

胃部エックス線検査
（前日の22:00以降は
飲んだり食べたりしな
いでください。）

40歳以上の方 2,900円 900円

乳がん
（2 年に１回）

視触診とマンモグラフ
ィ併用検診 40歳以上の女性 1,500円 マンモグラフィ検診のみ

1,000円

子宮頸がん
（2 年に１回）

視診・内診・子宮頸部
の細胞診 20歳以上の女性 1,200円 600円

大腸がん 便潜血反応

40歳以上の方

1,100円 500円

肺がん
胸部エックス線検査・
たんの細胞診検査

（必要な方）

エックス線200
円、喀痰検査該
当者500円

歯周疾患
歯と歯ぐきの隙間の深
さを測る検査 無料　

骨粗しょう症 エックス線検査（腕部） 20歳以上の女性 800円

※高齢受給者、後期高齢者医療制度加入者、阿南市国民健康保険加入者の方は被保険者証等をお持ちくだ
さい。胃がん・肺がん・大腸がん・子宮頸がん・乳がん・骨粗しょう症検診が無料になります。また、
市民税非課税世帯、生活保護世帯の方も無料となりますので検診の受付でお申し出ください。

検診項目 実施時期 実　　　　施　　　　場　　　　所 検 診 結 果

肝炎ウイルス
（Ｂ型Ｃ型）

７月～９月

市内医療機関
（阿南共栄病院は未実施です。）

医療機関の医師に
結果を聞きに出向
いてください。前立腺がん

胃がん

阿南医師会中央病院、天羽クリニック、生野外科胃腸科、岩城クリニック、
王子製紙㈱富岡診療所、健生阿南診療所、島内科眼科医院、玉真病院、富永医院、
原田病院、板東医院、廣瀬医院、益崎胃腸科内科医院、松﨑内科医院、三谷内科、
宮本病院、村上内科外科医院、和田胃腸科内科医院
阿南医師会中央病院は金曜日の午前に実施。※要予約（☎23−6303）

個人通知します。乳がん
（2 年に１回）

７月～９月
天羽クリニック、木下産婦人科内科医院、是松医院、三谷内科、村上内科外科医院、
森本内科胃腸科

７月～
平成28年３月

阿南共栄病院、阿南医師会中央病院
阿南共栄病院は月曜日～金曜日の午前に実施。※要予約（☎44−3131）
阿南医師会中央病院は不定期に実施。※要予約（☎23−6303）

子宮頸がん
（2 年に１回）

７月～
平成28年３月

阿南共栄病院、阿南医師会中央病院、木下産婦人科内科医院、森本内科胃腸科
阿南共栄病院は月曜日、水曜日の午後に実施。※要予約（☎44−3131）
阿南医師会中央病院は不定期に実施。※要予約（☎23−6303）

大腸がん
10月１日～
12月15日

市内医療機関
医療機関の医師に
結果を聞きに出向
いてください。

市外の指定医療機関でも受診できます。
希望される方は、問診票が必要ですので保健センターへお問い合わせください。

市外の指定医療機関でも受診できます。
希望される方は、問診票が必要ですので保健センターへお問い合わせください。

※医療機関で行う検診です。（診療時間内）

がん検診に持っていくもの
① がん検診の受診券
　 （6 月末に対象の方に郵送しているはがき）

② 健康保険等被保険者証
③ 自己負担金
④ 健康手帳
　 （持っている方）

▲がん検診の受診券です

※検診結果については、阿南市の保健事業に有効利用する以外は使用しません。

問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

「がん検診無料クーポン券」の対象となる方
子宮頸がん検診　※平成26年４月２日～平成27年４月１日の間に20歳に達した女性

※平成21年～平成25年の間に阿南市の子宮頸がん検診を受診したことがない方で、
平成26年４月２日～平成27年４月１日の間に22・25・27・30・32・35・
37・40歳に達した女性

乳がん検診　　　※平成26年４月２日～平成27年４月１日の間に40歳に達した女性
※平成21年～平成25年の間に阿南市の乳がん検診を受診したことがない方で、平成

26年４月２日～平成27年４月１日の間に42・45・47・50・52・55・57・60
歳に達した女性

大腸がん検診　　※平成26年４月２日～平成27年４月１日の間に40・45・50・55・60歳に達した
男性と女性

「がん検診無料クーポン券」を６月末ごろ発送します。

早
期
発
見

が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
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▲

ひまわり会館等 胃
が
ん

肺
が
ん

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

前
立
腺
が
ん

大
腸
が
ん

歯
周
疾
患

特
定
健
診

受 付 時 間
月　日 実  施  場  所

７月24日㈮ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○

8:30〜10:30

８月25日㈫ 椿泊漁協 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○
９月  8日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13日㈰ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○
29日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10月  7日㈬ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
31日㈯ 橘公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○

11月  3日㈫・㈷ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○
  23日㈪・㈷ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○
12月15日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年
2月  9日㈫

ひまわり会館 ○ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ 8:30〜10:30
長生公民館 ╳ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ 13:00〜14:00
桑野公民館 ╳ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ 15:00〜16:00

23日㈫
ひまわり会館 ○ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ 8:30〜10:30
宝田公民館 ╳ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ 13:00〜14:00
大野公民館 ╳ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ 15:00〜16:00

※各検診日の２週間前までに要予約　総合健診センター（☎088－678－7128）
☆検診日当日は予約の方を優先しますので、ご予約することをお勧めします。☆
※検診日１週間前までに各種問診票、採便容器が自宅に届きます。
※大腸がん検診は電話で予約した方のみです。なお、上記の検診日以外は採便容器の提出はできません。

集団検診 ※各施設でバスなどで行う検診で、
　検診結果は約1カ月後に郵送されます。

胃がん・肺がん等の検診

午　前 午　後▲

ひまわり会館等
受付　9:00～10:00  13:00〜14:30

乳

が

ん

 

（
30
人
） 

骨
粗
し
ょ
う
症

乳

が

ん

 

（
40
人
） 

骨
粗
し
ょ
う
症

子
宮
頸
が
ん月　日 実  施  場  所

７月25日㈯ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○
８月  5日㈬ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○
９月17日㈭ ひまわり会館　 ○ ○ ○ ○ ╳
10月22日㈭ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ╳
11月22日㈰ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○

25日㈬ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ╳
12月  6日㈰ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○

22日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ╳
平成28年１月26日㈫ ひまわり会館 ○ ○ ○ ○ ╳
※乳がん検診のみ要予約　保健センター（☎22−1590）

婦人がん検診

個別検診

検診内容と自己負担金
検診項目 検診の内容 対　　象

自己負担金

個別検診 集団検診

肝炎ウイルス
（Ｂ型Ｃ型）

血液検査

40歳以上で今まで
受けていない方 1,000円 600円

前立腺がん 55歳以上の男性
1,000円

高齢受給者、後期高齢者
医療制度加入者は500円

胃がん

胃部エックス線検査
（前日の22:00以降は
飲んだり食べたりしな
いでください。）

40歳以上の方 2,900円 900円

乳がん
（2 年に１回）

視触診とマンモグラフ
ィ併用検診 40歳以上の女性 1,500円 マンモグラフィ検診のみ

1,000円

子宮頸がん
（2 年に１回）

視診・内診・子宮頸部
の細胞診 20歳以上の女性 1,200円 600円

大腸がん 便潜血反応

40歳以上の方

1,100円 500円

肺がん
胸部エックス線検査・
たんの細胞診検査

（必要な方）

エックス線200
円、喀痰検査該
当者500円

歯周疾患
歯と歯ぐきの隙間の深
さを測る検査 無料　

骨粗しょう症 エックス線検査（腕部） 20歳以上の女性 800円

※高齢受給者、後期高齢者医療制度加入者、阿南市国民健康保険加入者の方は被保険者証等をお持ちくだ
さい。胃がん・肺がん・大腸がん・子宮頸がん・乳がん・骨粗しょう症検診が無料になります。また、
市民税非課税世帯、生活保護世帯の方も無料となりますので検診の受付でお申し出ください。

▲

ＪＡ各支店等 胃
が
ん

肺
が
ん

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

前
立
腺
が
ん

歯
周
疾
患

特
定
健
診

受付時間
月　日 実  施  場  所

７月  3日㈮ ＪＡあなん北部支店 ○ ○ ○ ○ ○

８:30〜9:30

31日㈮ 那賀川公民館 ○ ○ ○ ○ ○
８月  7日㈮ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○

24日㈪ 羽ノ浦公民館 ○ ○ ○ ○ ○
10月19日㈪ アグリあなん ○ ○ ○ ○ ○

23日㈮ ＪＡあなん南部支店 ○ ○ ○ ○ ○
26日㈪ 加茂谷総合センター ○ ○ ○ ○ ○

11月  6日㈮ ＪＡあなん阿南支店 ○ ○ ○ ○ ○
16日㈪ ＪＡあなん新野支店 ○ ○ ○ ○ ○
30日㈪ 加茂谷総合センター ○ ○ ○ ○ ○

12月14日㈪ ＪＡあなん大野事業所 ○ ○ ○ ○ ○
18日㈮ 那賀川社会福祉会館 ○ ○ ○ ○ ○
21日㈪ ＪＡあなん椿事業所 ○ ○ ○ ○ ○

※ＪＡ各支店等での検診は、混雑する可能性があります。
※当日受診者多数の場合は、がん検診につきましては、お断りすることがありますのでご了承ください。

検診項目 実施時期 実　　　　施　　　　場　　　　所 検 診 結 果

肝炎ウイルス
（Ｂ型Ｃ型）

７月～９月

市内医療機関
（阿南共栄病院は未実施です。）

医療機関の医師に
結果を聞きに出向
いてください。前立腺がん

胃がん

阿南医師会中央病院、天羽クリニック、生野外科胃腸科、岩城クリニック、
王子製紙㈱富岡診療所、健生阿南診療所、島内科眼科医院、玉真病院、富永医院、
原田病院、板東医院、廣瀬医院、益崎胃腸科内科医院、松﨑内科医院、三谷内科、
宮本病院、村上内科外科医院、和田胃腸科内科医院
阿南医師会中央病院は金曜日の午前に実施。※要予約（☎23−6303）

個人通知します。乳がん
（2 年に１回）

７月～９月
天羽クリニック、木下産婦人科内科医院、是松医院、三谷内科、村上内科外科医院、
森本内科胃腸科

７月～
平成28年３月

阿南共栄病院、阿南医師会中央病院
阿南共栄病院は月曜日～金曜日の午前に実施。※要予約（☎44−3131）
阿南医師会中央病院は不定期に実施。※要予約（☎23−6303）

子宮頸がん
（2 年に１回）

７月～
平成28年３月

阿南共栄病院、阿南医師会中央病院、木下産婦人科内科医院、森本内科胃腸科
阿南共栄病院は月曜日、水曜日の午後に実施。※要予約（☎44−3131）
阿南医師会中央病院は不定期に実施。※要予約（☎23−6303）

大腸がん
10月１日～
12月15日

市内医療機関
医療機関の医師に
結果を聞きに出向
いてください。

市外の指定医療機関でも受診できます。
希望される方は、問診票が必要ですので保健センターへお問い合わせください。

市外の指定医療機関でも受診できます。
希望される方は、問診票が必要ですので保健センターへお問い合わせください。

※医療機関で行う検診です。（診療時間内）
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ニュースオアシス

水防技術を学び
災害時に役立てて！

災害時に役立ててもらおうと、那賀川河川事務
所による「水防技術講習会」が、桑野川河川防
災ステーションで行われました。消防団員や市
内の災害協力業者など約100人が参加し、ロー
プワークや土のう作り、月の輪工など水防工法
を学びました。見能林分団長の髙島正明さん
（56歳）は、「学んだことを定着させ、今後の
消防団活動に役立てたい」と話していました。

5/31

5/15
元プロサッカー選手の
島田裕介さんが児童と交流

日本サッカー協会主催の「夢の教室」で、元プ
ロサッカー選手の島田裕介さんが、吉井小と大
野小を訪れ、児童と交流しました。島田さんは
自身の子どもの頃を振り返りながら、「夢を実
現するために大切なのは諦めないこと」だとア
ドバイス。吉井小５年の奥田裕大さんは、「す
ごく楽しい授業でした。僕も島ちゃんみたいに
練習を頑張ります」と笑顔を見せていました。
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第10回目となる野球のまち阿南推進協議会の
総会がひまわり会館で開催されました。昨年度
の野球観光ツアー、八丈島野球交流など野球の
まちづくりへの取組が報告されました。議事に
引き続き、スポーツジャーナリストの二宮清純
さんの記念講演が行われ、幅広い取材体験に基
づいた話で、ユーモアを交えながらの軽妙な語
り口に、参加者は熱心に耳を傾けていました。

「みんなで　つくろう　野球のまち」
野球のまち阿南総会開催される

5/28

阿南の桃源郷・伊島で
ささゆりまつり開催

伊島芸術祭2015「ささゆりまつり」が開催さ
れました。開幕式には約100人が参加し、獅子
舞の演舞やリコーダー・オカリナの演奏などが
花を添えました。期間中は、生花展や海鮮バー
ベキュー、観覧船での周遊、婚活イベントなど
が行われ、島を一周するトレッキングでは、手
つかずの自然を満喫することができました。ま
た、満開のささゆりが、来場者を出迎えました。

5/23

交通事故件数ゼロをめざして
ドライバーに注意を呼びかけ

春の全国交通安全運動期間の最終日、阿南警察署
前で交通安全キャンペーンが行われました。キャ
ンペーンには、「あななん」のほか、交通安全母
の会や地域交通安全活動推進委員協議会、阿南署
の職員など約 40 人が参加。啓発グッズを配布し
たほか、「全席シートベルト」や「携帯電話運転
中禁止」などと書かれたハンドプレートを掲げ、
道行くドライバーに注意を呼びかけました。

5/20

教育やスポーツの分野での
功績をたたえて表彰

教育やスポーツの分野における長年の功績など
を称える表彰式がひまわり会館で行われ、教育
功労者２団体と33人、体育功労者17人に賞状
と記念品が贈呈されました。また、スポーツで
優秀な成績を収められた方に対する体育優秀者
表彰（４団体と27人）や体育奨励賞表彰（10
団体と45人）も行われました。被表彰者（団体）
の皆さんは、５ページでご紹介しています。

5/27
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あなん
カルチャー

概要　現在徳島県の国史跡となっている「阿波遍路
道」は勝浦町と阿南市の約7.25㎞となって
います。阿南市ではさらなる追加指定のため
の取組を継続して実施しており、平成27年
１月16日には一宿寺から太龍寺までの遍路
道（「かも道」）全長4.4㎞のうち1.34㎞を追
加指定するために文化庁に意見具申をおこな
いました。また徳島県教育委員会や他市町村
でも国史跡指定の取組が進んでいます。今回、
国史跡指定のための遍路道調査の取組につい
て報告し、また徳島県や他市町村の調査事例
を発表していただき、遍路道の文化財的価値
などを広く一般に周知することを目的とした
講演会を実施します。

日時　７月４日㈯　13:00～16:30
場所　文化会館　研修室
内容　徳島県内の遍路道調査
　　　（徳島県教育委員会　辻　佳伸）
　　　小松島市の遍路道について
　　　（小松島市教育委員会　岡本和彦）
　　　阿南市の遍路道について
　　　（阿南市文化振興課　向井公紀）　
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■ 講演会　国史跡「阿波遍路道」
　 ～文化財としての遍路道〜

日時　７月11日㈯　14:00～14:45
場所　夢ホール　ホワイエ
入場料　500円（ワンドリンク付き）
　　　　未就学児は入場無料　　　　　　
※仲良しチケット　２人以上で１人400円
（前売りのみの取扱い）
出演　朗読　住友美代子（朗読サロン「さざなみ」）
　　　チェロ　加藤建男（徳島交響楽団）
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■ 夢ホール　ホワイエコンサート
　 「セロ弾きのゴーシュ」

日時　①邦楽の部　９月26日㈯　14:00開演予定
　　　②洋楽の部　　　27日㈰　14:00開演予定
場所　コスモホール（情報文化センター）
出演者　市内在住の方
　　　　（グループは阿南市民を１人以上含む）
演奏方法　原則として生演奏
演奏形態　独奏、重奏、合奏、独唱、重唱、合唱
入場料・参加料　無料
申込方法　申込書（情報文化センター、文化会館、
市民会館、各公民館、市立図書館等に備え付け）を
情報文化センターへ提出してください（郵送可）
申込締切日　８月９日㈰（必着）
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 「第８回コスモホール音楽祭」
　 出演者募集！

セ
ン
タ
ー

科
学

夏
休
み
星
空
教
室
（
有
料
・要
申
込
）

　

星
座
早
見
を
作
り
、
夏
の
大
三
角
を
観
察
し

ま
す
。
小
学
４
年
で
学
習
す
る
内
容
に
あ
わ
せ

行
い
ま
す
。

日
時　
８
月
７
日
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、
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日
㈮　

午
後
７
時
～

９
時
30
分

対
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小
学
３
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～
６
年
生
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そ
れ
ぞ
れ
親
子
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組
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人

参
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２
０
０
円
（
保
護
者
は
無
料
）

参
加
方
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7
月
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㈯
よ
り
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話
、
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た
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ペ
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か
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お
申
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だ
さ
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夜
間
天
体
観
望
会
（
有
料
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申
込
）

　

毎
週
土
曜
日
の
夜
間
、
大
型
望
遠
鏡
を
使
っ

た
夜
間
観
望
会
を
行
っ
て
い
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す
。
７
月
は
土

星
を
メ
イ
ン
に
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。

実
施
日
時　
毎
週
土
曜
日
の
午
後
７
時
〜
、
午

後
８
時
〜
、
午
後
９
時
〜
（
１
日
３
回
）

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/
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サ
マ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

（
有
料・要
申
込
）

　

３
日
間
か
け
て
、
実
験
や
工
作
、
昆
虫
や
植

物
の
標
本
作
り
を
行
い
ま
す
。
夏
休
み
の
宿
題

に
も
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
な
お
、
２
日
目
、
３
日

目
は
希
望
に
よ
り
植
物
・
昆
虫
の
２
つ
コ
ー
ス

分
か
れ
て
活
動
し
ま
す
。

日
程　
【
植
物
・
昆
虫
コ
ー
ス
共
通
】
７
月
25

日
㈯
、
26
日
㈰
【
植
物
コ
ー
ス
３
日
目
】
８
月

２
日
㈰
【
昆
虫
コ
ー
ス
３
日
目
】
８
月
９
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時

内
容　

１
日
目　
「
藍
染
体
験
を
し
よ
う
」、「
ド
ラ
イ

ア
イ
ス
の
実
験
」、「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
エ
コ
ラ
イ

ト
を
作
ろ
う
」、「
選
択
工
作
」
な
ど

２
、
３
日
目　
植
物
採
集
、
昆
虫
採
集
と
標
本

作
り

対
象　
３
日
間
と
も
参
加
で
き
る
小
学
３
年
～

中
学
生

定
員　
50
人

参
加
料　
１
人　

２
０
０
０
円

参
加
方
法　
市
内
小
中
学
校
を
通
じ
て
配
布
さ

れ
る
所
定
の
申
込
書
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

夏
休
み
期
間
中
は
平
日
午
後
２
時
20
分
～
、

土
・
日
曜
日
は
午
前
11
時
～
、
午
後
２
時
20
分

～
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

７
月
の
休
館
日

６
日
㈪
、
13
日
㈪
、
21
日
㈫
、
27
日
㈪

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の

102

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

宰
相
と
権ご

ん

官か
ん

宰
相

　

今
日
、「
宰
相
」
と
言
え
ば
内
閣
総
理

大
臣
で
あ
る
。
し
か
し
、
王
朝
時
代
か
ら

江
戸
時
代
に
か
け
て
ワ
ン
サ
と
お
っ
た
。

宰
相
は
「
参
議
」
の
唐
名
で
あ
る
。
朝
廷

で
閣
僚
に
相
当
す
る
者
に
太
政
大
臣
、
左

大
臣
、
右
大
臣
、
内
大
臣
、
大
納
言
、
権

大
納
言
、
中
納
言
、
権
中
納
言
、
参
議
が

い
た
。

　

中
納
言
以
上
は
正
一
位
か
ら
従
三
位
ま

で
の
者
が
任
命
さ
れ
た
。
参
議
は
正
四
位

下
だ
っ
た
。
平
安
時
代
で
は
こ
れ
ら
の
公

卿
は
平
均
し
て
二
十
人
前
後
。
多
い
時
で

三
十
二
人
も
お
っ
た
。
後
に
「
准
参
議
」、

「
非
参
議
」
ま
で
置
か
れ
た
。
江
戸
時
代

金
沢
百
万
石
前
田
氏
も
参
議
だ
っ
た
。

親
王
任
国

　

織
田
信
長
は
天
文
二
十
三（
一
五
五
四
）

年
、「
上
総
守
」
を
自
ら
名
乗
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
上
総
守
と
書
か
れ
て
い
る
の
は

こ
の
一
回
だ
け
だ
。翌
二
十
四
年
に
は「
上

総
介
」
と
改
め
て
い
る
。

　

上
総
守
、
上
野
守
、
常
陸
守
は
「
親
王

任
国
」
で
親
王
し
か
な
れ
な
か
っ
た
。
信

長
は
永
禄
十
一
（
一
五
六
八
）
年
に
「
禅

正
忠
」
を
名
乗
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
見

て
も
、
信
長
の
自
称
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

も
っ
と
も
、
前
年
十
月
に
信
長
は
小
牧

山
か
ら
岐
阜
稲
葉
山
城
へ
移
っ
て
い
る
。

正
親
町
天
皇
か
ら
綸
旨
を
受
け
取
っ
た
。

宛
名
は
「
織
田
尾
張
守
殿
」
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
年
の
前
後
、
尾
張
守
に
任
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
余
談
だ
が
江

戸
時
代
大
名
た
ち
が
敬
遠
し
た
官
職
名
に
、

「
治
部
少
輔
」
と
「
尾
張
守
」
が
あ
る
。

　

治
部
少
輔
は
石
田
三
成
が
使
っ
た
か
ら

だ
。
尾
張
守
は
北
條
氏
の
家
臣
松
田
憲
秀

が
使
っ
た
受
領
名
で
あ
る
。
松
田
尾
張
守

憲
秀
は
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
攻
め
に
際
し

て
秀
吉
に
寝
返
っ
た
。
秀
吉
は
憲
秀
を
厚

遇
す
る
ど
こ
ろ
か
切
腹
を
命
じ
た
。
憲
秀

の
名
は
裏
切
り
者
と
し
て
知
ら
れ
て
お
っ
た
。

権
官

　

役
職
名
や
階
級
に
「
権ご
ん

」
の
名
が
付
く

こ
と
が
多
い
。
権
大
納
言
、
権
中
納
言
、

権
大
僧
正
、
権
大
僧
都
に
付
く
権
は
正
の

次
位
を
現
わ
す
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
、
権
を
「
ケ
ン
」
と
解
す
る

例
が
あ
る
。
前
回
、「
黄
門
水
戸
光
圀
」

の
事
を
書
い
た
。「
黄
門
」
は
中
納
言
の

唐
名
で
あ
る
。正
式
に
言
え
ば
光
圀
は「
中

納
言
」
で
は
な
く
「
権
中
納
言
」
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
、
大
納
言
、
中
納
言
と
し
て

任
命
す
る
こ
と
は
な
く
、
全
て
「
権
大
納

言
」、「
権
中
納
言
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

使
用
す
る
時
に
「
権
」
の
呼
称
は
省
か
れ

て
い
る
。

　

話
は
飛
ぶ
が
、
本
妻
（
妻
）
で
は
な
い

女
（
妾
、
二
号
）
を
「
権ご

ん

妻さ
い

」
と
言
っ
た
。

今
で
は
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
少

な
い
。

　

明
治
時
代
の
新
聞
に
「
権
妻
を
求
む
」

と
い
う
広
告
が
の
っ
た
。「
権
妻
」
を
読

者
は
分
か
っ
た
。
明
治
ら
し
い
。

　

以
下
の
事
は
嘘う

そ

か
ほ
ん
と
の
こ
と
か
知

ら
な
い
が
、
昭
和
時
代
の
話
。
金
融
機
関

が
金
を
貸
し
出
す
場
合
、
信
用
調
査
を
行

う
。
財
産
は
も
ち
ろ
ん
社
会
的
信
用
度
、

人
柄
ま
で
調
べ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
際
愛
人

（
二
号
）
の
有
無
も
調
べ
た
そ
う
だ
。
二

号
が
お
れ
ば
そ
れ
な
り
の
財
力
が
あ
る
と

見
た
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　JR 安土駅前の

織田信長像
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「
春
は
あ
け
ぼ
の
、
夏
は
夜

…
」

　

日
本
人
な
ら
誰
も
が
習
う
枕

草
子
の
フ
レ
ー
ズ
に
も
あ
る
よ

う
に
、
日
本

の
言
葉
は
季

節
や
天
気
に

関
係
し
た
も

の
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　

わ
が
家
の

庭
は
、
お
店

と
兼
用
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の

樹
木
や
草
花
を
植
え
て
い
ま
す
。

そ
う
し
て
草
木
を
育
て
て
い
る

と
、
日
本
の
気
候
の
移
り
変
わ

り
、
そ
し
て
そ
れ
を
表
す
言
葉

の
豊
か
さ
に
改
め
て
感
心
す
る

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
３
月
か
ら
４
月
に
か

け
て
雨
が
多
く
、
庭
の
水
や
り

が
と
て
も
楽
だ
っ
た
の
で
す
が
、

そ
う
い
う
雨
を
「
木
の
芽
起
こ

し
の
雨
」
と
言
う
そ
う
で
す
。

な
る
ほ
ど
雨
が
止
み
、
何
日
間

か
日
が
差
す
と
、
木
々
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
か
ら
ひ
ょ
こ
ひ
ょ
こ

と
新
芽
が
頭
を
出
し
て
く
る
の

が
分
か
り
ま
す
。

　

そ
う
か
と
思
え
ば
春
先
の
長

雨
を
「
菜
種
梅
雨
」
と
呼
ぶ
こ

と
も
あ
り
、
確
か
に
菜
の
花
が

咲
く
こ
ろ
に
雨
が
多
か
っ
た
な

と
気
付
い
た
り
、
今
年
は
春
に

な
っ
て
も
毎
日
寒
か
っ
た
せ
い

か
、
桜
が
咲
く
こ
ろ
に
一
時
的

に
寒
く
な
る
と
い
う「
花
冷
え
」

を
あ
ま
り
感
じ
な
か
っ
た
な
、

と
思
っ
た
り
。

　

ま
た
、
先
日
感
心
し
た
の
は
、

昨
年
友
人
か
ら
「
５
月
１
日
は

す
ず
ら
ん
の

日
な
ん
だ

よ
」
と
株
を

分
け
て
も
ら

っ
た
す
ず
ら

ん
の
こ
と
。

春
先
に
温
度

が
上
が
ら
ず

小
さ
い
ま
ま

で
、
今
年
は
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら

花
を
付
け
な
い
か
も
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
５
月
１
日
に

の
ぞ
い
て
み
る
と
、
ち
ゃ
あ
ん

と
か
わ
い
い
顔
を
下
に
向
け
鈴

な
り
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
、
阿
南

市
の
花
で
も
あ
る
ひ
ま
わ
り
の

シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
す
。
少
し

立
ち
止
ま
っ
て
沿
道
の
花
や
空

を
眺
め
て
み
る
の
も
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

次
は
、
才
見
町
の
田
浦
由
理

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

阿
南
市
春
季

短
歌
大
会
選

短
　
歌

市
長
賞　
　
　
　
　

庄
野　

悦
子

菜
の
花
の
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
黄

の
向
こ
う
何
を
背
負
う
か
若
き
お

遍
路

大
会
賞　
　
　
　
　

臣
永　

悦
子

畑
打
つ
を
見
守
り
く
る
る
尉じ

ょ
う
び
た
き鶲
ひ

か
り
の
中
の
一
羽
と
ひ
と
り

文
化
振
興
賞　
　
　

川
口　

節
子

海
の
色
残
す
い
わ
し
の
干
物
焼
き

少
し
早
め
の
ひ
と
り
の
夕
餉

互
選
賞　
　
　
　
　

西
崎
ま
き
子

両
手
あ
げ
春
陽
浴
び
れ
ば
ひ
ろ
び

ろ
と
青
き
空
あ
り
農
捨
て
る
な
と

入
選　
　
　
　
　
　

西
田　

修
身

探
梅
や
有
ら
ぬ
方
さ
す
道
標
谷
の

向
こ
う
に
老
爺
火
を
焚
く

入
選　
　
　
　
　
　

矢
野　

道
子

木
洩
れ
日
の
揺
る
る
カ
ー
テ
ン
明

る
み
て
惜
し
み
な
く
散
る
春
を
写

せ
り

入
選　
　
　
　
　
　

近
藤
美
智
子

夕
映
え
の
草
の
紅
葉
に
影
長
く
老

い
の
此
の
身
に
添
い
て
付
き
来
る

中
学
生
短
歌
の
ポ
ス
ト
入
選
歌

福
井
中
学
校　
　
　

岨　
　

展
大

空
眺
め
ふ
と
あ
ら
わ
れ
た
マ
イ
ナ

ス
思
考
春
の
香
り
が
と
ま
ど
い
を

消
す

　
　
　
　
　
　
　
　

岨　
　

大
雅

桜
舞
う
さ
み
し
く
思
う
僕
が
い
て

見
て
癒
さ
れ
る
僕
も
ま
た
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　

大
開　
　

真

桜
若
葉
に
心
地
よ
い
風
吹
き
始
め

夏
の
足
音
背
中
に
感
じ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

四
宮　

彩
花

身
支
度
し
鏡
の
中
の
我
を
見
る
動

き
始
め
た
新
た
な
一
年

新
野
中
学
校　
　
　

畠
山　

愛
理

端
に
咲
く
精
い
っ
ぱ
い
の
た
ん
ぽ

ぽ
が
私
の
ペ
ダ
ル
を
軽
く
し
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
川　
　

薫

シ
ャ
ボ
ン
玉
い
つ
か
あ
の
中
入
り

た
い
ふ
わ
ふ
わ
飛
ん
で
旅
を
満
喫

　
　
　
　
　
　
　
　

折
野　

僚
紀

春
の
水
口
に
じ
ゅ
わ
っ
と
広
が
っ

て
自
然
て
い
い
な
う
ま
い
と
感
じ

阿
地
さ
く
ら

別
れ
の
日
悲
し
い
心
で
お
め
で
と

う
笑
顔
で
言
う
よ
卒
業
式
に

阿
南
市
俳
句

連
合
会
選

俳
　
句

荒
谷　

隆
文

鯉
幟
夢
に
向
ひ
て
孫
歩
む

　
　

田
中　

畦
道

ひ
い
孫
に
勝
て
ぬ
「
か
け
っ
こ
」

こ
ど
も
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　

有
賀　

義
子

植
え
終
え
し
早
苗
に
風
の
や
わ
ら

490

市
民
文
芸

花
に
教
わ
る

季
節
の
移
ろ
い

か
く

　
　
　
　
　
　
　
　

森
岡　

美
風

官
邸
や
ド
ロ
ン
に
目
醒
春は

る
あ
し
た朝

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

織
女

草
萌
え
や
散
歩
の
媼
足
軽
し　

　
　
　
　
　
　
　
　

柏　
　

孝
則

夕
散
歩
足
取
り
軽
し
里
若
葉

大
西　

裕
子

四
五
分
の
鉱
山
鉄
道
青
葉
風

　
　
　
　
　
　
　
　

水
口　

明
美

百
足
這
う
一
分
の
隙
間
見
逃
が
さ

ず

近
藤
ヤ
ス
子

十
薬
を
軒
に
広
げ
る
山
暮
し

𠮷
原　

春
水

平
凡
に
老
ひ
て
ふ
た
り
の
青
す
だ
れ

阿
南
川
柳
会

髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

橋
本　

征
介

地
に
落
ち
ず
天
に
届
か
ぬ
と
こ
に

居
る

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

福
笑

休
肝
日
誘
惑
に
負
け
持
つ
ジ
ョ
ッ

キ
　
　
　
　
　
　
　
　

西
田　

修
身

舞
い
踊
れ
や
が
て
は
風
に
な
る
命

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
つ
た
え

親
の
想
い
し
ょ
っ
て
重
た
い
ラ
ン

ド
セ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

臣
守　

愛
香

と
き
め
き
を
貰
う
新
書
の
一
ペ
ー

ジ

才見町
坂東 愛佳さん
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移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
  2日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
  8日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 15:00～15:30
  9日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30

　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00
10日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30

　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30
16日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30

大 潟 分 館 前 15:00～15:30

巡回日 巡　回　場　所 時　間
17日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中 央 病 院 阿 南 荘 前 13:30～14:00
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

23日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

７月の巡回日程

問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

阿南市立図書館だより
７月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00
土日は17:00まで

☆ 休 ★ ☆ 休 ☆ 休 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ◎ ☆ 休 ◎

◆ ☆ 休 ◎ ○ 休 休 ◎ ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…中学生によるピアノ演奏 　◆…阿波公方の苑美化作業　
○…人形劇

那賀川図書館　☎ 42－3111ＦＡＸ 42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎中学生によるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10:00～〔約10分間〕
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　11日㈯　8:30～10：00
　※雨天の場合は19日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎ 44－2100ＦＡＸ 44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

阿 南 図 書 館　☎ 23－2020ＦＡＸ 23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第２・第４木曜日）　10:30～11:00

那賀川図書館発　夏休みのイベント
○親子で楽しむ人形劇
　日時　７月19日㈰　14:00～15:00
　内容　人形劇『おおかみと７ひきのこやぎ』　ほか
○親と子の読書感想文教室

読書感想文の書き方をわかりやすく説明します。
　日時　８月１日㈯　10:30～12:00
　対象　小学生（全学年）と保護者
　講師　小倉泰夫さん（元県学校図書館協議会副会長）
　持参物　筆記用具　

夏休み期間中の特別貸し出し図書について
もうすぐ楽しい夏休み。大変な宿題はさっさと終わらせたい
ものです。図書館は宿題に役立つ本を取りそろえて、みなさ
んを待っています。ただしこれらの本には人気が集中します
ので、下記期間中は特別ルールで貸し出しを行います。
●夏休みの本　特別ルール〈７月１日㈬～８月30日㈰〉

貸出冊数 貸出期間 予約できる冊数
課題図書

（小学校～高校）
１人１冊まで

（３館あわせて）
１週間

（延長不可）
１人１冊まで

（３館あわせて）

自由研究・工作
などの宿題用図書

１人10冊まで
（３館あわせて）

１週間
（延長不可）

１人10冊まで
（３館あわせて）

入場無料
申込不要
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市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

スタジオMパート２
第25回ジャズダンス公演
ジャズ、ポップスのほか、アナ雪の世界を
ダンスでお届けします。子どもから大人ま
で楽しめる内容です。
日時　７月19日㈰　14:00～（13:30開場）
場所　市民会館　大ホール
入場料　999円（全席自由）
問 スタジオ M パート２　井利元
　 （☎090－1579－0490）へ

親子茶道教室
日時　７月５日㈰　9：00～12：00
※毎月第１日曜日に実施しています。
場所　夢ホール　和室
参加費　500円
問 伊勢田宗鶴（☎090－7628－1032）へ

行政書士による無料相談会
許認可手続きについて知りたい方は、ぜひ
ご相談ください。

日時　７月25日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
相談内容　農地転用、建設業許可、開発許
可などの許認可手続き、相続などについて
問 徳島県行政書士会　徳島南部支部
　 （☎26－1157）へ

赤ちゃんとママのふれあい講座
●ベビーマッサージ教室
手のぬくもりから赤ちゃんへ「大好き」をた
くさん伝えよう！
日時　７月７日㈫　10:00～11:00
参加費　1,500円
持参物　赤ちゃんの飲み物、バスタオル１枚
●ファーストサイン教室
まだおしゃべりが上手にできなくても、お
互いの気持ちを伝えあおう！
日時　７月14日㈫　10:00～11:00
参加費　1,500円
対象　０～２歳までの親子５組
場所　那賀川社会福祉会館２階
※要予約
問 RTA指定スクールRomaly　金光
　 （☎24－8710）へ

見能林郵便局移転のお知らせ

見能林駅

ローソン
見能林店

R55

〒
〒

移転先

移転日時　７月21日㈫　9:00～
移転先　見能林町九反ケ坪1番地8
　　　　（ローソン阿南見能林店の隣り）
問 見能林郵便局（☎22－1095）へ

夏休みバウンドテニス教室
参加者募集
対象　どなたでも
　　　※小学３年生以下は保護者同伴
日程　
Aコース　７月24日㈮、29日㈬、31日㈮
Bコース　８月21日㈮、26日㈬、28日㈮
※原則３日間通してご参加ください。　
時間　10:00～12:00
場所　スポーツ総合センター
持参物　体育館シューズ、飲物、タオル
参加費　各コース300円（保険料）
定員　各コース20人（先着）
※A・B両コースの参加もできます。
申込方法　開催初日の前日までに、氏名、
年齢、連絡先、希望のコースを記入のうえ、
はがき、またはファクシミリでお申込みく
ださい。
問 〒774-0042　阿南市横見町高川原101番地1
　 阿南市バウンドテニス協会事務局
　 戸井（☎・FAX49－1785）へ

阿南少年剣道教室
少年少女剣士募集
見学大歓迎！体験入部できます。お気軽に
お問い合わせください。
対象　６歳～小学６年生の方
　　　（男女問わず）
練習日時　毎週火、金曜日　19:00～21:00
場所　武道館（大潟町）
受講料　１カ月2,000円
　　　　※入会金2,000円
問 阿南少年剣道教室　館長　須藤
　 （☎090－8975－2660）へ

県立南部テクノスクール
受講生募集
訓練科　事務科
内容　簿記会計の基礎、日商簿記試験対策、
ワード、エクセル、パワーポイントなど
定員　15人
対象　離転職者等で、公共職業安定所長か

ら受講あっせんを受けた方
訓練期間　８月18日㈫～11月17日㈫
　　　　　※日・祝日は休校日
訓練時間　9:00～15:50
訓練場所　四国進学会　阿南校
受講料　無料（テキスト代は自己負担）
申込期間　７月28日㈫まで
申込先　居住地を所管する公共職業安定所
問 公共職業安定所または南部テクノスク

ール（☎26－0250）へ

ポリテクセンター徳島
職業訓練生募集
募集訓練科　溶接加工科（６カ月）
訓練期間　９月１日㈫～２月29日㈪
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし
ている方など（選考あり）
受講科　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　７月１日㈬～８月３日㈪
問 ポリテクセンター徳島
　 （☎088－654－5102）へ

ママのためのママ友会
にこにこパーク
にこにこパークの主役はママであるあなた
自身です。育児や家族、生活におけるさま
ざまな場で役立つコーチングやコミュニケ
ーションを身に着けながら、すてきな仲間
をつくりましょう。
日時　７月15日㈬　10:00～12:00
場所　阿南図書館２階　和室
対象　子育て中のママとその子ども
参加費　1,000円　　定員　20人
持参物　オムツ、お茶、おやつ
申込方法　７月13日㈪までにメールでお申

し込みください。
問 野口（☎090－8698－3221）へ
　 ※19:00以降
　 Ｅ-mail: 21coach.tomo@gmail.com

食べて学べる講演会
「和食が食べられない
日本人たち」 
健やかな心身を育む食卓を、家庭や学校で
取り組むために、各界の第一人者がポイン
トをお伝えします。
日程　７月21日㈫　
第一部（講演会）　10:00～12:45
第二部（ランチプログラム・交流食事会）
　　　　　　　　  13:10～15:30
場所　樫野倶楽部　樫野邸
参加費　第一部　3,500円
　　　　第二部　6,000円
申込方法　氏名、ご職業、性別、住所、電
話番号、FAX番号、メールアドレス、交通
手段、年代、参加希望（一部、二部、両方）
を記入のうえ、メールまたはファクシミリ
でお申し込みください。
申込締切日　７月10日㈮
問 なかがわ野菊の里・正食協会

（☎090－5140－4082・FAX088－
669－5904）へ
E-mail: ryuuto_macro@ybb.ne.jp
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。９月号の締め切りは７月31日㈮です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

裁判所サマーツアー2015
日時　８月６日㈭　13:30～16:30
場所　徳島地方裁判所
内容　模擬裁判、法廷見学など
対象　小学５、６年生　定員　30人
申込方法　はがきに子どもの氏名、学年、
保護者の住所、氏名、電話番号、保護者が
同伴する場合は、同伴者の氏名、子どもと
の続柄を記入。申込多数の場合、抽選。
申込締切日　７月17日㈮（消印有効）
問 〒770‐8528　徳島市徳島町１丁目５番

地　徳島地方裁判所総務課
　 （☎088－603－0111）へ

那賀川河川一斉清掃
実施日　７月５日㈰　午前中１時間から２

時間程度　
場所　お近くの那賀川、桑野川の堤防や河

川敷
・ゴミ袋等を提供します。
・拾ったゴミは分別をお願いします。
・危険な場所には近づかないようにご注意

ください。
・小雨決行
※くわしくは、国土交通省那賀川河川事務

所ホームページをご覧ください。
http://www.skr.mlit.go.jp/nakagawa/
問 国土交通省那賀川河川事務所管理課
 　（☎22－6592）へ

国内交流事業参加者募集
●冒険学校 in 無人島
対象　小学３年～中学３年の方
期間　７月22日㈬～26日㈰（４泊５日）
場所　岡山県倉敷市大浜海岸　釜島
内容　竹でおはし・お皿・おわん作り、野

外炊飯、釣りなど
参加費（徳島駅発着）
小学生98,000円、中学生103,000円
定員　20人　申込締切日　７月８日㈬
●小笠原諸島アドベンチャースクール
対象　小学３年～中学３年の方
期間　８月14日㈮～21日㈮（７泊８日）
場所　東京都小笠原村父島、南島
内容　海と森での体験活動、星座観察、野

外炊飯、タコノ葉細工など
参加費 （徳島空港発着）
小学生193,000円、中学生219,000円
定員　25人　申込締切日　7月17日㈮
問 （公財）国際青少年研修協会
　 （☎03－6417－9721）へ

映画「くちびるに歌を」 
全国学校音楽コンクールの課題曲となった
アンジェラ・アキ作「手紙～拝啓十五の君
へ〜」がモチーフ。長崎県五島列島の中学
生たちのコンクール出場をめざす日々を、
雄大な自然の中で描き出します。
日時　７月26日㈰　
　　　①10:30～　②13:30～　③18:00～
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　

前売り 当　日
シニア

1,000円
1,100円

一　般 1,300円
小・中・高生 －    500円

販売場所　文化会館、市民会館、情報文化
センター、平惣書店、アピカ、
フジグラン、中富書店

問 あなんで映画をみよう会
　 （☎090－2788－5465）へ

歴史講演会のお知らせ 
戦国時代の阿波を生き抜いた佐々木氏の末
裔、西條陽一さんを講師にお招きし、歴史
講演会を開催します。
日時　７月18日㈯　13:00～15:00
場所　羽ノ浦公民館１階　大ホール
講師　平成24年度とくしま学博士
　　　西條陽一さん
演題　佐々木氏の動向と戦国時代の阿波
　　　※質問コーナーもあります。
問 羽ノ浦歴史サークル　徳川
　 （☎44－2575）へ

剪
せん

定
てい

講習会受講者募集
日時　７月21日㈫～24日㈮（4日間）
　　　10:00～16:00
場所　福井公民館および黒川造園
内容　初心者向け剪定講習（講義と実習）
　※受講者には日程表をお送りします。
受講資格　市内在住で60歳以上、センター

会員に新規登録していただける方
受講料　無料　定員　20人
申込期間　７月１日㈬～10日㈮
問 阿南市シルバー人材センター
　 （☎23－2630）へ
 　平日9:00～16:00（土・日・祝日を除く）

城満寺（海陽町）ウオーク
日時　７月11日㈯　小雨決行
集合　9：20海部駅前　コース説明後出発
ルート　海部駅～吉田橋～城満寺～いしき

橋～波切り不動～馬路橋～海部駅
解散　15：00頃海部駅前
参加料　300円　小学生以下無料
持参物　弁当、飲み物、雨具、健康保険証

の写し等
※歩きやすい服装、履き慣れた靴でご参加

ください。万一の事故の際には、応急処
置および傷害保険の範囲内の保障しかで
きません。

問 阿南歩こう会　新川（☎22－3188）へ

若者ＵＰプロジェクト
就職に繋がるパソコン講座
エクセルの基本操作を学びます。
日時　７月21日㈫、22日㈬　13:00～16:00
場所　富岡町玉塚21番地里美ビル１階
　　　（南部ライフサポートセンター隣）
対象　義務教育終了後、15歳～39歳まで

の無業の方　※学生不可
定員　各５人　受講料　無料　
申込締切日　７月17日㈮
※若者の就労相談も同所で行っています。
問 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎088－602－0553）へ

平成27年度
国家公務員採用試験
採用試験のうち、７月から受付する試験を
掲載しています。

試　験　名 受 付 期 間 第1次試験日

刑務官

●インターネット
７月21日㈫～30日㈭
●郵送または持参
７月21日㈫～23日㈭

9月20日㈰

海上保安学校学生

9月27日㈰
皇宮護衛官

（高卒程度試験）

入国警備官

航空保安大学校学生

問 人事院四国事務局第二課試験係
　 （☎087－831－4765）へ

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会
日時　７月11日㈯　9:00～12:00　
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－679－4440）
土・日曜日は地域会員　花野

（☎090－3787－0305）へ

薬草「三
み

島
しま

柴
さい

胡
こ

」
新規生産者説明会
現在徳島県内で、中山間地域を活用した農
業所得確保策として、薬草栽培への取組が
広がりを見せています。薬草に関心を持つ
農家の方を対象に説明会を開催しますので、
多数ご参加ください。
日時　７月10日㈮　10:00～
場所　市役所新庁舎６階　603会議室
※説明会の後、圃場の見学を予定。
問 阿南市生薬生産組合　堂谷
　 （☎090－6280－4759）へ
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健康いきいき情報
講演会

「大人のちょっと気になる
皮膚の病気」
日時　７月16日㈭　13:30～15:00

（13:00～受付）
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　医療法人　戸田皮膚科医院
　　　理事長　戸田則之さん
内容　大人のアトピー性皮膚炎、足の皮膚

病、頭皮の悩み等について
※入場無料・申込不要

問 保健センター（☎22－1590）へ

 献血にご協力ください（７月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

  2日㈭ 阿 南 市 役 所 富岡町 9:30〜12:00
13:00〜16:30

14日㈫ ㈱シャイネックス 大潟町 9:40〜10:50

21日㈫ 阿 南 ア ピ カ 西路見町 10:15〜13:00

30日㈭ 道の駅公方の
郷 な か が わ 那賀川町 9:30〜10:30

※ 400ml 献血のみの実施です。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

かもだ岬温泉保養センター

問 かもだ岬温泉保養センター
　（☎ 21 － 3030）へ

【７月の休館日】
6日㈪、13日㈪、21日㈫、27日㈪

食中毒に注意！

熱中症を予防しましょう
熱中症の発生は7～8月がピークですが、
適切な予防をすれば防ぐことができます。
自身の体調変化に注意するとともに、周り
の人にも気を配り、熱中症による健康被害
を防ぎましょう。

予防のポイント
・こまめな水分、塩分の補給
・涼しい服装
・外出時は日傘を差したり帽子を着用
・扇風機やエアコンを使った室内の温度調

整
このようなことにも注意が必要
・暑さの感じ方は人によって異なります。

高齢者は特に注意を！暑さに対する体の
調整機能が低下しています。高齢者や子
どもは周囲の人が見守って、みんなで協
力して熱中症予防を呼びかけあいましょ
う。

・節電を意識するあまり、熱中症予防を忘
れないように

問 保健センター（☎22－1590）へ

全国統一
介護予防推進キャンペーン

「ロコモ症候群に対する運動療法
―骨と筋肉を鍛えて元気で長生きー」
日時　７月12日㈰　10:00～11:30

（9:30～受付）
場所　ひまわり会館２階　ふれあいホール
講師　理学療法士　平澤小百合さん
　　　（徳島県理学療法士会　理事）
対象　どなたでも
持参物　飲み物、タオル
入場料　無料
問 徳島県理学療法士会　会長　鶯 春夫
　 （☎088－602－8539）へ

ダニによる感染症に注意
ダニにかまれると感染症にかかることがあ
ると知られています。徳島県では「日本紅
斑熱」、「つつが虫病」、「重症熱性血小板症
候群（SFTS）」の発生が確認されています。
これらにかからないために、農作業や野山
に出かけるときは長袖、長ズボン、足を完
全に覆う靴を着用するなど、なるべく肌の
露出を少なくしましょう。

ダニにかまれたら
できるだけ病院で取り除いてもらいましょ
う。かまれたことに気づかないこともある
ので、野外で活動した数日後に疑わしい症
状（発疹、発熱等）が現れた場合は速やか
に病院を受診してください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

阿波踊り体操教室
日時　７月16日㈭　10:00～11:00
場所　ひまわり会館 2 階　ふれあいホール
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）

あなたの町で阿波踊り体操を
やってみませんか？

阿波踊り体操指導員があなたの町にいつで
もお伺いします。くわしくは、保健センタ
ーへお問い合わせください。

問 保健センター（☎22－1590）へ

達者でおろな健康教室
対象　おおむね65歳以上の方
内容　血圧測定、検尿、阿波踊り体操、
　　　講話「お口の中から介護予防」
　　　講師：歯科衛生士
持参物　健康手帳（無い方は交付）

７月の日程 場　　　所

1日㈬ 10:00～11:30 中野島公民館（上中分館）

3日㈮ 10:00～11:30 ひ ま わ り 会 館

7日㈫
10:00～11:30 新 野 公 民 館

13:30～15:00 宝 田 公 民 館

8日㈬
10:00～11:30 那賀川社会福祉会館

13:30～15:00 加茂谷総合センター

13日㈪
10:00～11:30 福井町総合センター

13:30～15:00 長 生 公 民 館

14日㈫ 10:00～11:30 中 林 ふ れ あ い 会 館

24日㈮
10:00～11:30 桑野コミュニティーセンター

13:30～15:00 羽 ノ 浦 公 民 館

27日㈪
10:00～11:30 大 野 老 人 憩 い の 家

13:30～15:00 橘 町 総 合 セ ン タ ー

28日㈫
10:00～11:30 椿 公 民 館

13:30～15:00 椿 泊 老 人 憩 い の 家

問 保健センター（☎22－1590）へ

最近では１年を通して
発生している食中毒で
すが、梅雨頃から夏に
かけて多く発生します。
家庭では、次の６つの
ポイントに注意しましょう。

①食品の購入
新鮮な食材、期限表示を確認して購入

②家庭での保存
食品を持ち帰ったらすぐに冷蔵庫や冷凍
庫で保存

③下準備
手洗いの徹底ときれいな調理器具を使用

④調理
手洗いの徹底、十分な加熱
※目安は75℃で１分以上

⑤食事
手洗いの徹底と、できた食事は早めに食
べる

⑥残った食品
きれいな器具容器で冷蔵保存、再加熱は
十分に

問 保健センター（☎22－1590）へ
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７月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  2日㈭　七夕飾りに願いを込めて
  8日㈬　園庭開放
  9日㈭　親子で楽しくクッキング
　　　    ※要申込み
16日㈭　おはなしのポケット
　　　    身体計測
23日㈭　水あそびをしよう
30日㈭　お誕生会

BPプログラム“赤ちゃんがきた！”
10日㈮、17日㈮、24日㈮、31日㈮
※４回連続
対象　第一子で２～５カ月の子とお母さん
申込締切日　７月７日㈫
※テキスト代が必要

にこにこひろば� ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30〜12:00
� 14:00〜15:30

  7日㈫　七夕飾りを作ろう
14日㈫　おはなしだいすき
21日㈫　みんなであそぼう
23日㈭　子育て講座
28日㈫　お誕生会

ふれあいひろば� ☎28−1725

橘こどもセンター　� 平日  9:00〜14:00

  7日㈫　七夕会
14日㈫　おはなしのポケット
21日㈫　３Ｂ体操
28日㈫　お誕生会

※16日㈭から、毎週木曜日にプールをし
ます。

なかよしひろば� ☎21−2002

平島こどもセンター� 平日  9:00〜14:00

  7日㈫　七夕飾りを作ろう
10日㈮　「乳幼児の病気やけがへの対応」
　　　    講師：助産師　小島泰代さん
14日㈫　水あそび
21日㈫　作って遊ぼう
28日㈫　お誕生会
◇うたって遊ぼう　
　２日㈭、17日㈮、24日㈮、31日㈮

みんなのひろば� ☎44−5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

●ウエルカム阿南交流会
転入者のための交流会です。子育てに関す
る情報を知りたい、お友達を作りたいと思
われている方はいませんか。保健師による
計測や相談もあります。
日時　７月23日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館１階　すこやかルーム

●阿南ファミサポ親子ピザ作り
　研修会
日時　８月６日㈭　10:00～13:00
場所　ひまわり会館３階　グルメルーム
対象　小学生とその保護者
参加費　１組300円
定員　10組（先着順）
申込期間　７月21日㈫～31日㈮
※託児はありません。

問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550）へ

阿南ファミリー・サポート・センター

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　9:30～11:30
日程　  8日㈬　桑野公民館
　　　15日㈬　加茂谷公民館
　　　22日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは

３日㈮、7日㈫、10日㈮、14日㈫、
21日㈫、24日㈮、31日㈮

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南
（※要予約）
  1日㈬　ささ飾り製作
  3日㈮　高齢者とのふれあい会※
  7日㈫　七夕まつり※
10日㈮　ミュージックケアー（幼児）※
13日㈪　発育計測・健康相談
16日㈭　乳幼児心肺蘇生法AED講習会
17日㈮　ミュージックケアー（乳児）※
21日㈫　発育計測
24日㈮　おはなしコロリン
28日㈫　お誕生会

※行事によっては有料・申込み制となりま
すので、くわしくはお問い合わせくださ
い。

問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば� 平日9:00〜16:00

先生　　ところで、みんなの家では誰がご
飯作るの？

太郎　　はい、僕の家ではお母さんが作り
ます。

京子　　私の家では，お母さんかおばあち
ゃんが作ります。

ヒロシ　僕の家では、お母さんかお父さん
が作ります。

太郎　　えぇっ。お父さんが作るの？
タカシ　普通、お父さんとか、男は作らん

のんちゃう？
良子　　うちもお父さんが作るよ。お父さ

んが作るピラフすごいおいしんじ
ょ。

タカシ　へえ～。うちなんか、お父さんは
何もせんよ。

京子　　うちは、お父さんは庭掃除とか
時々家の掃除をしてるよ。

太郎　　僕の家のお父さんは「男が家のこ
とやするもんちゃう」って言うよ。

タカシ　ぼくんちもそうやなあ。
良子　　そんなこと言うたら、うちだった

らお母さんが怒るわ。ほんでけん
かになるわ。

タカシ　ぼくんちでも、時々そんなこと言
い合いしてけんかしてることがあ
るわ。

太郎　　ぼくんちもお母さんがめっちゃ忙
しそうな時があるけど、そんな時
お父さんが何もしてなかったら、
何か手伝ったらいいのにって思う
なあ。

ヒロシ　お父さんとお母さんがけんかした
ら、何か家の空気悪いよなあ。

先生　　学校でも家庭でもみんながいろん
な仕事を分担して頑張るって大事
なことなのかもしれないね。

学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ

－女の仕事？男の仕事？－

て ひ ろば育子
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阿
南
市
等
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
人
権
侵
害
に

つ
い
て
は
掲
示
板
の
管
理
者
や
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
等
に
そ
の
情
報
の
削
除
を
求
め
る
な

ど
、
適
切
な
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
「
人
権
侵
害
は
絶
対
に
許

さ
な
い
」
と
の
認
識
を
市
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
共
有
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

用
環
境
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
人
権
に
対

す
る
思
い
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり
⑾

問
い
合
わ
せ
は　

　

人
権
・
男
女
参
画
課

　
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ
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日 医療機関名 所在地 問い合わせは
5日 殿 谷 整 形 外 科 医 院 津乃峰町 ☎27−3334

12日 村 上 内 科 外 科 医 院 那賀川町 ☎42−3110
19日 木下産婦人科内科医院 学 原 町 ☎23−3600
20日 玉 眞 病 院 宝 田 町 ☎23−0551
26日 林 整 形 外 科 見能林町 ☎23−6060

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

７月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00〜17：00

スポーツ施設７月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 6・13・21・27日
那賀川スポーツセンター 1・8・15・22・29日
羽ノ浦総合国民体育館 6・13・21・27日
羽ノ浦健康スポーツランド 6・13・21・27日
県南部健康運動公園 7・14・21・28日

人口と世帯数

人口 75,855人 （−    7）
（男）36,603人 （＋    6）
（女）39,252人 （−  13）

世帯数30,290世帯（＋25）

※平成27年５月末日現在
　カッコ内は前月対比

７月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・住基カードの発行等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ
●納税相談　第１仮庁舎２階　納税課（☎22−1792）へ

１日㈬、15日㈬　17：15〜18：15　第１仮庁舎１階

表紙の写真は、５月31日に椿町蒲生田で行われた「ウオーキング in かもだ岬」で撮影したもの。海原の向こうには阿南の桃源郷・伊島が見
えます。このイベントは、蒲生田の魅力をもっと知ってほしいとかもだ岬温泉が企画、開催しました。参加者は大自然のエネルギーを体いっ
ぱいに浴びていました。（谷内）
定期的に阿南西部公園の環境整備を行っているボランティア会。集まって一緒に作業をすることで、地域住民の絆も深まっているそうです。
同公園の利用者数はのべ46万人。開園から13年が経った今もなお、子どもからお年寄りまでの幅広い世代に親しまれ続けています。（相田）

編集室の

窓

日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

７月の相談

法律相談（要予約）	 ２日㈭
時 13:30～16:30　所 第１仮庁舎１階
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談	 14日㈫、28日㈫
時 9:30～11:30　所 第１仮庁舎１階
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談	 24日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談	 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談	 ８日㈬
時 13:30～16:00　所 橘公民館、長生公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談	 21日㈫
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談	 ６日㈪、13日㈪、27日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談（要予約）
日 ７・14・21・28日　時 13:00～17:00
日 10・24日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22－0361

年金相談（要予約）	 ２日㈭
時 9:00～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※８月の相談日はありません。

７月の市税

■固 定 資 産 税（第２期）
■国民健康保険税（第２期）
　納期限は、７月31日㈮です。納め忘れのないようにしましょう。
●市税の口座振替について
軽自動車税と固定資産税（全期）の口座振替済通知書は
すでに郵送しています。市県民税（各期）、固定資産税（各
期）、国民健康保険税の口座振替済通知書は27年度最終
納期後に郵送する予定です。
市県民税（全期）の口座振替済通知書は７月中旬頃に郵
送する予定です。

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

日曜相談窓口  26日㈰  8:30〜17:00（市役所第１仮庁舎２階納税課）

市税の納付および分納等の納税（納付）相談を受け付けています。
なお、課税の内容についての相談は受け付けておりません。
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５
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
さ
な
か
、

中
大
野
町
の
阿
南
西
部
公
園
を
訪
れ
る
と
、
進

入
路
や
駐
車
場
の
脇
に
ピ
ン
ク
や
白
色
の
芍し

ゃ
く
や
く薬

が
咲
き
誇
っ
て
い
た
。
公
園
の
玄
関
口
を
彩
る

こ
の
花
は
、周
辺
の
環
境
整
備
に
取
り
組
む「
阿

南
西
部
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
」
の
皆
さ
ん
が

手
塩
に
か
け
て
育
て
た
も
の
。
平
成
14
年
の
開

園
当
初
に
植
え
て
か
ら
次
第
に
数
を
増
や
し
、

今
で
は
５
千
本
の
花
が
来
園
者
の
心
を
和
ま
せ

て
い
る
。

　

阿
南
西
部
公
園
は
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場

所
と
し
て
愛
さ
れ
る
と
と
も
に
、
市
内
外
か
ら

多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
が
足
を
運
ん
で
い
る
。

広
い
敷
地
面
積
と
見
晴
ら
し
の
良
さ
が
売
り
で
、

山
の
斜
面
を
利
用
し
た
遊
具
が
子
ど
も
た
ち
に

も
大
人
気
だ
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
は
、
地
域
が
誇
る
公
園
の

環
境
美
化
・
緑
化
に
協
力
し
た
い
と
結
成
さ
れ
、

現
在
は
52
人
が
所
属
。
公
園
内
の
管
理
を
担
当

す
る
職
員
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
周
辺
地
域

の
ご
み
拾
い
や
花
植
え
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　

会
長
の
遠
藤　

清
さ
ん
（
73
歳
・
下
大
野
町
）

は
、「
除
草
剤
を
使
わ
ず
、
こ
ま
め
に
草
抜
き

や
消
毒
を
し
て
い
ま
す
。
広
い
面
積
を
丁
寧
に

手
入
れ
し
た
り
掃
除
し
た
り
す
る
の
は
骨
が
折

れ
ま
す
が
、
喜
ん
で
く
れ
る
来
園
者
の
た
め
に

も
、
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
季
節

ご
と
に
違
っ
た
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
阿
南
西

部
公
園
は
、
徳
島
一
の
美
し
い
公
園
だ
と
自
負

し
て
い
ま
す
よ
」
と
誇
ら
し
げ
に
語
る
。

　

７
月
12
日
に
は
、今
年
10
周
年
に
当
た
る「
七

夕
夏
ま
つ
り
」
が
予
定
さ
れ
て
い
て
、
実
行
委

員
会
に
所
属
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の
皆
さ
ん

も
、
準
備
に
大
忙
し
の
毎
日
だ
。
趣
向
を
凝
ら

し
た
出
し
物
の
数
々
に
加
え
、
な
ん
と
い
っ
て

も
一
番
の
呼
び
物
は
、
緑
の
芝
生
の
上
で
揺
れ

る
色
鮮
や
か
な
仙
台
七
夕
飾
り
。
そ
の
涼
し
げ

な
風
景
は
、
真
夏
の
蒸
し
暑
さ
を
も
忘
れ
さ
せ

て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。
今
年
の
夏
は
、
地
域

の
ぬ
く
も
り
通
う
阿
南
西
部
公
園
で
七
夕
夏
ま

つ
り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

※
ま
つ
り
の
内
容
は
、
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
発

行
／

平
成

27年
（

2015年
）

7月
1日
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】
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編
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／
阿

南
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企
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部
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広

報
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ト
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☎
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■
印

刷
／

米
崎

印
刷

株
式

会
社

阿
南
市
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

地
域

の
話

題
を

い
ち

早
く

チ
ェ

ッ
ク

！
阿
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.city.anan.tokushim

a.jp/
広

報

ぶらりまち紀行阿南

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

〜地域の輝き〜
第108回

阿南西部公園ボランティア会（大野地区）


